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小笠原諸島海域においてPSATsを装着して

放流したメカジキXiphiasgladiusの追跡

山口邦久I

Tracking swordfish Xiphias gladius with pOp-Up satellite archival tags in the 

Ogasawara Islands waters， southem Japan 

Kunihisa YAMAGUCHI 

小笠原諸島海域では，日中に水深400-700m付近

でメカジキ Xiphiasgladiusを漁獲する“たて縄漁業"

が近年急速に発展してきた(山口 2011a)。このたて

縄漁具に水深・水温記録計を取付けて調査したとこ

ろ， 450 -599mの水深帯で 83%のメカジキが漁獲さ

れた。また，メカジキは 7.2- 13.7"Cの水温帯で漁獲

されており，このうち 10"C台の水温帯で，最多とな

る約44%の個体が漁獲された(山口 2011b)。これら

の事実から，漁獲と水深・水温との聞には密接な関係

があると考えられる。

花輪ら (2002)によれば，小笠原諸島海域には，多

数の中規模禍，すなわち暖水禍(高気圧性渦)と冷水

漏(低気圧性渦)が存在し，移動をしているという。

また， Ebuchi and Hanawa (2000)は，小笠原諸島北方

の北緯30度海域においては，これらの暖水渦と冷水

禍が，水温の鉛直的な変化をもたらしていると報告し

ている。そして前者では 15"Cの等温線が渦の中心部

において周辺部よりも 250m上方に移動し，後者では

逆に，これが200m下方に移動するという。従って，

これら中規模渦の移動により，海洋の鉛直的な水温分

布は大きく変動している可能性がある。

小笠諸島海域におけるたて縄漁業の効率的な操業を

目的として，著者は，同海域で漁獲されたメカジキに，

Pop-up satellite archival句gs(以後， PSATs)を装着して

放流した。そして，メカジキの行動と海洋環境の関係

を調査したので報告する。

調査方法

標識放流本研究では，標識として Wildli免
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Computers社(以後， WC社)製の PSATs，モデル

PAT4もしくはMkl0を用いた。高橋・斉藤 (2003)は，

WC社の PSATsは，パソコンに接続することにより使

用者が浮上日やデータ収集間隔を設定できるが，衛星

に送ることができるデータ量には限界があると述べて

いる。そこで本調査では，最も重要な以下の4項目に

ついて設定を行った。なお 設定の詳細については付

表 lに示した。1)PSATs浮上日:放流後， PSATsが

魚体から切り離されて海面に浮上し，データを送信し

てくるまでの経過日数を，放流の翌日から起算して

70 -300日の範囲で6種類設定した。 2)データの収

集間隔:データ収集間隔を 1時間または6時間ごとに

2種類設定した。 3)水深区間:水深を 12階級に区分

して，階級区分の異なるa，b， cの3種類を設定した。 4)

水温区間:水温を 12階級に区分して，階級区分の異

なる a，b， cの3種類を設定した。その他の項目につい

ては，PSATsに設定済みの初期値を用いた。

PSATs装着による標識放流は， 2006年9月から

2008年 11月までの約2年3ヶ月聞に，小笠原諸島海

域において，東京都小笠原水産センター(以後，水産

センター)の漁業調査指導船興洋により実施した。同

船によるたて縄の試験操業時に漁獲されたメカジキ

の中で特に活性が高かった個体色鈎掛かりしたま

ま船側に引き寄せ， PSATsを背鰭基底部の筋肉内に打

ち込んだのちに，枝縄のハリスを切断して放流した。

PSATsは，ナイロンテグス (100号)とスイベルを挟

んでステンレスワイヤーによりステンレス製鈷先(浅

野金属工業株式会社製ミニモリッパ S)に結束し，ナ

イロンテグス部には高水圧時にテグスを切断するため

-61一



の安全装置 (RD1800:mechanica1gui1lotine)を取付けた。

そして，これを手話の先端に輪ゴムで固定しメカジキ

に打込んだ。なお，標識放流は8個体について行い，

乙れらの放流場所を図 1に示した。また.PSATsには，

識別のため機器固有の番号 (ID)が登録されており，

本調査におけるメカジキの個体識別にはこの IDを用

いた。乙のほか，メカジキ標識放流の際に，興洋乗組

員の目測による装着個体の推定体重を記録した。標識

放流時の推定体重，放流日時，放流位置を付表1に示

した。

データの解析収集された PSATsデータのうち，

メカジキ標識個体の遊泳位置については.CLS社の

TRACK & LOC SERVICEにより補正を行った。

メカジキの移動経路付近の海域における中規

模禍の位置や規模については.Co1orado Center 

forA柑odynamicsResearchにより公開されている

Near Rea1-Time A1timetry Data (http://argo.co1orado. 

edul-rea1time/we1come/) のNearRea1-Time Geos位'Ophic

Ve10city Viewerから海面高度偏差図をダウンロードし

て使用した。

Ebuchi and Hanawa (2001)は，黒潮再循環域にお

ける中規模渦の軌跡を調べるため 10日ごとに作成し

た海面高度偏差図を用いている。本調査においても，

実録島
品

標識魚追跡期間中の行動を，放流日から原則 10日間

ごとに，移動経路と海面高度偏差図を重ねて検討し

た。この際，海面高 10cm以上を暖水禍.-10cm以下

を冷水渦，・5'"5cmをそれ以外の海域とした。また，

乙れらの 10日間ごとに集計されたメカジキ標識個体

の遊泳する最小・最大水深，最低・最高水温，水温差

(最高水温ー最低水温).日間平均移動距離 (km/日). 

平均緯度経度および受信データの利用可能率(受信

データ数/受信可能な理論データ数x100)を記録し
た。なお.PSATsに記録された最小水深がOm以下と

なった場合には，海面水温を最高水温とした。

日出・日投時刻(日本標準時)は，平均緯度経度地

点で期間中の初日における標高 Omでの時刻を CASIO

のwebサイト htφ:/lkeis姐 .cωio.jpl中の物理公式集か

ら算出した。

結果

標識魚の追跡標識放流した8個体のメカジキのう

ち7個体の PASTsからデータが得られた。 PASTsの

浮上年月日，浮上位置，浮上までの経過日数，総移動

距離および放流位置から浮上位置までの直線距離を付

表2に示した。また，標識個体の追跡調査期間中およ

び10日間ごとの最小・最大水深，最低・最高水温，

泊

義母島。…
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図1 PSATsを装着したメカジキの放流位置 (IDについては付表1参照)

-62一



水温差 ，日間平均移動距離，平均緯度経度および受信

データの利用可能率を， ID 5jIJに付表 3に示した。以

下に， IDごとの追跡調査結果を記す。

(1) ID 60663 : 2006年 9月 13日に小笠原諸島の南

沖，母島海山(北緯 26度 14.34分，東経 143度 0.97分)

で標識放流した。標識個体の推定体重は 100kgであっ

た。PSATsの浮上設定日は 70日後であったが，12日

早い 58日後の 11月 10日に，北緯 29度 35.42分，東

経 144度 13.56分において PSATsが浮上し，データを

送信してきた。

本個体は，母島の東沖から一度南下し，その後北

方に向きを変え， 小笠原群島の東沖を北上した。こ

の間に記録された水深は -4~ 600m，水温は 7.4~ 

29.4 oc，水瓶差 22.00C，日間平均移動距離と総移動
距離は 11.8kmおよび685km，データの利用可能率は

6.1%であった。この間の移動経路を図 2に示した。

放流後の経過日数 10日間(期間 Fのみは 9日間)

ごとの移動経路に海面高度偏差を重ねた図と水深 ・水

温のヒストグラムを付図 1-1~ 2に示した。なお，付

図 1-1~ 7-8の水深ヒストグラム横軸の水深範囲は，

始値~終値未満で示した。 例えば，水深範囲 O~ 10m 

の場合は， Om以上 10111未満である。同様に水温ヒス

トグラム横軸の水視範囲も始値~終値未満で示した

(例えば4~ 8
0

Cは，4
0

C以上 8
0

C未満である)。

〔期間 A)標識個体は，放流後，暖71<71品内を南東方

向の冷水渦へ向かつて移動した。日間平均移動距離は

8.6kmであった。昼夜および日出 ・日没時における滞

在割合の大きい水深・水温帯は以下のとおりであった。

夜間は水深 50-100m (49.7%)，水温 20
0

C以上(51.4%)。

昼間は水深 550-600111(45.3 %に水温 10-11
0

C(37.2%)。

日出 ・日没時はデータが得られなかった。

〔期間 B)標識個体は，移動してきた冷水渦の縁

辺域に停留し，水平方向への移動はほとんどみられ

なかった。日間平均移動距離は 5.0kmと本個体の追

跡調査期間中最小であった。昼夜および日出 ・日没

時における滞在割合の大きい水深 ・水温帯は以下の

とおりであった。夜間は水深 50m未満 (397%)， 

水温 16-20oC (31.3%)。 昼 間 は水深 500-550111

Light Track + Bathymetry. TaglD: 60663 
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図2 ID 60663の移動経路
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(47.7%)，水温 10-11"C (32.5%)。日出・日没時は水

深350-400m(39.2%)であったが，水温データは得ら

れなかった。

〔期間C)標識個体は，冷水禍の中心部付近に停留

していた。期間Bに引き続き，水平方向への移動は

少なく，日間平均移動距離は 6.5kmであった。昼夜

および日出・日没時における滞在割合の大きい水深・

水温帯は以下のとおりであった。夜間は水深 50-100

m (41.4%)，水温 20-60"C(48.7%)。昼間は水深

450-500m (50.8 %)，水温 11-12"C(27.4%)。日出・

日没時は水深350-400m(38.3%)であったが水温デー

タは得られなかった。

〔期間D)標識個体は，冷水禍の中を通過し北方に

移動した。日間平均移動距離は，期間Cの約2倍と

なる 12.1kmに達した。昼夜および日出・日没時に

おける滞在割合の大きい水深・水温帯は以下のとお

りであった。夜間は水深300-350m (28.8%)，水温

16-20"C (18.7%)。昼間は水深 50-100m(36.7%に水

温2か-60"C(52.0%)。日出・日没時は水深400-450m 

(41.7%) ，水温20-60"C(47.5%)。

〔期間 E)標識個体は，期間Dに引続き北上した。

日間平均移動距離も本個体の追跡調査期間中最大と

なる 21.9kmに達した。昼夜および日出・日投時にお

ける滞在割合が大きかった水深・水温帯は以下のと

おりであった。夜間は水深50-100m (42.8%)，水温

20-60"C (49.8%)。昼間は水深50-100m(65.6%)，水

温20-60.C(58.9%)。日出・日没時における水深デー

タは得られなかったが，水温は 12-13"C(33.3%)であっ

た。

〔期間 F)標識個体は，東から張り出して来た冷水

渦を避けるように西方へ移動した。日間平均移動距

離は 17.0kmであった。昼夜および日出・日没時にお

ける滞在割合が大きかった水深・水温帯は以下のと

おりであった。夜間は水深50-100m (46.9%)，水温

20-60"C (86.2%)。昼間は水深400-450m(52.1 %)， 

水温 14-15"C(37.4%)。日出・日没時は水深 100-300

m (49.2%) ，水温 18-20"C(38.9%)。

ID 60663では，データの収集間隔を 1時間ごと

に設定した。本個体の追跡調査期間中における時刻

別の水深と水温の分布を図3に示した。時刻ごとの

平均水深と平均水温は以下のようであった。 0:00は

水深 225.3::1:: 130.3m，水温 18.0::1:: 4.4 "C. 1 :00は水

深 100.2:!: 75.7m，水温 21.7:!: 3.1 "C. 2:00は水深

74.0 :!: 6.4m，水温24.1:!: 1.3.C. 3:00は水深264.0:!: 

192.5m，水温 17.4土 5.9"C.4:00は水深80.6::1:: 43.5m， 

水温21.3::1:: 2.3"C. 5:00は水深 184.3:!: 146.1m，水温

19.7 :!: 4.6"C. 6:00は水深450.2:!: 46.5m，水温 11.6:!: 

0.6.C. 7:00は水深474.7土54.9m，水温 11.5土1.6"C。

8:00は水深 363.7:!: 198.6m，水温 14.7:!: 6.1 "C. 9: 

00は水深 322.5:!: 182.0m，水温 15.9:!: 5.7 "C. 10:00 

は水深 324.7:!: 214.5m，水温 14.5土 5.7"C.11:00は

水深 361.4::1:: 214.5m，水温 14.5::1:: 5.7 "C. 12:00は

水深 451.6::1:: 47.6m，水温 11.6土1.9.C.13:00は水

深 477.9::1:: 56.8m，水温 10.8土1.9"C. 14:00は水

深 459.8::1:: 51.4m，水温 11.8:!: 2.0 "C. 15:00は水

深 388.3土 109.9m，水温 13.8::1:: 3.0 "C. 16:00は水深

443.1 ::1:: 82.0m，水温 12.3土1.6"C.17:00は水深249.3

::1:: 170.2m，水温 17.4::1:: 5.4 "C. 18:00は水深 224.8:!: 

128.7m，水温 18.3土 4.1"C. 19:00は水深288.3::1:: 162.1 

m，水温 16.2::1:: 5.6"C. 20:00は水深254.9:!: 171.1m， 

水温 16.6土4.7"C.21:00は水深 91.0土28.7m，水温

19.4 :!: 1.0"C. 22:00は水深200.8:!: 144.7m，水温 19.8

土5.7"C.23:00は水深 207.9:!: 156.2m，水温 18.6:!: 

5.2"C。

(2) ID 60664 : 2006年7月2日に父島の南東沖(北

緯26度57.51分，東経 142度 17.95分)で標識放流し

た。標識個体の推定体重は50kgであった。本PSATsは，

浮上設定日の 70日後 (9月9日)になっても送信が

なく，データの回収はできなかった。

(3) ID 68判4:2007年8月24日に母島の東沖(北

緯26度40.28分，東経 142度30.44分)で標識放流し

た。標識個体の推定体重は 80kgであった。浮上設定

日である放流から 120日後の 12月2日には，北緯25

度03.18分，東経 142度22.50分において PSATsが浮

上し，データを送信してきた。

本個体は，母島の南沖において南北方向に往復を繰り

返し，小笠原群島から遠く離れることはなかった。こ

の聞に記録された水深は -16'" 784m，水温は 5.6'" 

29.8"C，水温差24.2"C ，日間平均移動距離と総移動

距離は 7.8kmおよび778km，データの利用可能率は

33.9%であった。この間の移動経路を図4に示した。

放流後の経過日数 10日間(期間Jのみは 11日間)ご

との移動経路に海面高度偏差を重ねた図と水深・水温

のヒストグラムを付図2・1"'4に示した。

〔期間A)標識個体は，放流後，母島の東沖から南

下した。日間平均移動距離は 17.7kmで，本個体の追

跡調査期間中最大であった。 6時間ごとの各時間帯に

おける滞在割合の大きい水深・水温帯は以下のとおり

であった。 21-3時は水深 100-150m(23.9 %に水温

12-15"C (35.8%). 3-9時は水深500-600m (52.8%)， 
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71<温6-9
0
C(62.0%) 0 9-15時は水深 500-600m(49.7%)， 

水温 12-15
0
C (28.6%)0 15-21時は水深 600-700m 

(26.3%に水温 24-27
0
C (55.4%)。

〔期間BJ標識個体の移動距離は小さく， 日間平均

移動距離は 10.4kmで，本期間を通じて暖水禍の縁辺

域にほぼ停留していた。6時間ごとの各時間帯にお

ける滞在割合の大きい水深・水温帯は以下のとおり

であった。21-3時は水深 500-600111(34.1 %) ，水温

6-9
0
C (24.4%) 0 3-9時は水深 500-600m (45.3%)， 

水温3_6
0
C(46.9%) 0 9-15時は水深700-800111(27.7%)， 

71< t，T.'t 27-30 oC (20.1 %)0 15-21時は水深 50-100m 

(32.2%に水温 27-30
0
C (39.3%)。

〔期間CJ標識個体は，予定から張り出してきた冷

水渦と|麗水渦の狭間にほぼ停留した。日間平均移

動距離は期間 Bよりも減少し 4.4kmであった。6

時間ごとの各時間帯における滞在割合の大きい水

深 ・水温帯は以下のとおりであった。21-3時は水深

500-600m (39.2 %)， 71< tJ毘6_9
0
C (46.8%) 0 3-9 n寺は

水深 600-700m(58.3%)，水温 3_6
0
C (53.9%)0 9-15 

Light Track + 8athymetry. TaglD: 68444 
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時は水深 500-600m(32.2%)，水温 9-12
0C (22.2%)。

15-21時は水深 50-100m (56.6%)，水温 21-24
0
C

(40.9%)。

〔期間DJ標識個体は，暖水渦が去った後の小さな

冷水渦の中にほぼ停留した。日間平均移動距離は本

個体の追跡調査期間中最小の 3.5kmであった。6時間

ごとの各時間帯における滞在割合の大きい水深 ・水温

帯は以下のとおりであった。21-3時は水深 500-600111

(31.0%)，71<1J毘18-210C (15.8%) と21-240C (15.8%)。

3-911寺は水深 600-700m (54.2%)， 71<i且6-90C(54.8%)。

9-1511寺は水深 400-500111(20.6%)，水温 12-15
0
C

(22.8%) 0 15-21 fI寺は水深 50-100m (42.3%に水温

21-24
0
C (35.8%)。

〔期間 EJ標識個体は，期間 Dに引続き，同じ冷水

渦の縁辺域付近にほぼ停留した。日間平均移動距離

は4.0kmであった。6時間ごとの各時間帯における滞

在割合の大きい水深 ・水温帯は以下のとおりであっ

た。21-3[1寺は水深 500-600m(34.6 %) ，水温 9-12
0
C

(20.3%) 0 3-9時は水深 600-700m (79.1 %)，水温

3-6
0
C (69.7%)0 9-15 fI寺は71<1奈50-100111(20.1%)， 71< 

祖 18-21
0
C(16.3%)0 15-21時は水深 0-10m (52.6%)， 

7)<r且27-300C (51.5%)。
〔期間FJ標識個体は冷水渦から離れ，南東に向か

い，その後，方向を変え妹島海丘の方へ北上した。日

開平均移動距離は，期間Eと比べて 2倍以上となる

10.lkmであった。 611寺問ごとの各時間帯における滞在

割合の大きい水深 ・7)<tRit宇佐は以下のとおりであった。

21-311寺は水深 500-600111(24.2%)，水温 3_6
0
C(21.8%)。

3-9 n寺は水深 600-700m (69.7%)，水温 3-60C(53.3%)。

9-15時は水深50-100111(19.4%)，水温27-30
0
C(18.1%)。

15-21時は水深 50-100111 (45.9%)，水温 18-21
0
C

(36.7%)。

〔期間 GJ標識個体は，期間 Fに引続き北上した。

日間平均移動距離は再び減少し 6.9kmであった。6

時間ごとの各時間帯における滞在割合の大きい水

深 ・水温帯は以下のとおりであった。 21-3時は水深

500-600m (36.2 %)，水温 6-9
0
C (23.0%)0 3-9時は

水深 500-600m (71.9%) 水温 6-9
0
C (64.9%) 0 9-15 

H寺は水深 50-100111(31.9%) 水温 24-27
0
C (40.8%)。

1 5-2 1 時は水 1~~ 50-100 m (58.7%に水温 21-24
0C

(45.1%)。

〔矧間HJ標識個体は，母島の南東沖の小規模な冷

水禍の中にほぼ停留した。日間平均移動距離は期間G

に引続き減少し 5.7kl11であった。6時間ごとの各時間

帯における滞在割合の大きい水深 ・水温帯は以下のと
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おりであった。 21-3時は水深 500-6001l1(25.9%)，水

温24-27
0
C(20.6%) 0 3-9時は水深 600-700m (75.6%)， 

水温 3-6
0
C(60.8%)0 9-15時は水深 20-50m(21.5%)， 

水温24-27
0
C(22.7%)0 15-21時は水深0-10m(37.8%に

水温 24-27
0
C (52.5%)。

〔期間rJ標識個体は，同島の南東沖にある冷水

渦の中において再び南下しはじめた。 日間平均移動

距離は期間 Hよりもやや増加し 6.5 klllであった。6

時間ごとの各時間帯における滞在割合の大きい水

深 ・水温帯は以下のとおりであった。21-3時は水深

600-7001ll (27.5%)，水温 3-6
0
C (27.6%) 0 3-9時は

水深 600-700m(63.4%)， 7l<iJut3-6
0
C (61.1%)0 9-15 

時は水i架50-100m(19.3%)， 7J<.iR¥t 24-27
0
C (37.0%)。

15-21時は水深 50-100m (47.8%に 水 温 24-27
0C

(48.1 %)。

〔期間JJ標識個体は，期間 Iに引続き姉島海丘方向

に南下を続け，再び冷水渦の中に入った。 日間平均

移動距離は 9.5kmであった。6時間ごとの各時間帯に

おける滞在割合の大きい水深 ・7)(yffit帯は以下のとおり

であった。 21-3時は水深 600-7001ll (27.5 %に 水温

9-12
0
C (25.3%) 0 3-9 11寺は7l<i:楽600-700m (63.4%に

7l<~品 3-6
0

C (53.3%) 0 9-15 r時は水深 50-100m(19.3%)， 

水 iffit18-21 oC (39.0%) 0 15-21時は水深 50-100m 

(47.8%) ，水温 24-27
0
C (48.9%)。

(4) ID 68445 : 2007年 7月 19日に母島の東沖(北

緯26度36.74分，東経 142度28.68分)で標識放流した。

標識個体の推定体重は 50kgであった。浮上設定日は

放流から 80日後であったが 42日後の 8月30日21

時の水深データ 1，816mを最後に，北緯 33度 17.64分，

東経 141度 37.56分において PSATsが浮上し，データ

を送信してきた。

本個体は，母島の南東沖から小笠原群島列島線西

川Iに移動し，その後はほぼ真北に向かつて移動した。

この間に記録された正常遊泳中の水深は ー16~ 6481l1， 

水温は 7.8~ 29.4
0
C，水温差 21.6

0
C，日間平均移動距

~ilt と総移動距離は 23.2klll および 976klll，データの利

用可能率は 36.5%であった。この間の移動経路を図 5

に示した。

放流後の経過日数 10日間(期間 Dのみは 12日間)

ごとの移動経路に海面高度偏差を重ねた図と水深 ・水

温のヒス トグラムを付図 3-1~ 2に示した。

CJ~J 間 AJ 標識個体は，放流後しばらくの問， 暖

水渦の縁辺域に留まっていた。 日間平均移動距離は

8.0kll1と，本個体の追跡調査期間中最小で‘あった。 6

図5 ID 68445の移動経路
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時間ごとの各時間帯における滞在割合の大きい水

深 ・水温帯は以下のとおりであった。21-3時は水深

500-600m (50.8 %)， 71< i且12-150C (29.5%)0 3-9 n寺

は水深 600-700m (58.7%)，水温 6-9
0
C (67.7%)。

9-15時は水深 500-600m(46.5%) ，水温 6_9
0
C(24.3%)。

15-21時は水深0-10m(69.4%) ，水温24-27
0
C(50.9%)。

〔期間BJ標識個体は，母島の南沖の暖水禍内に停

留し， 日間平均移動距離は期間 Aよりわず、かに増加

して 9.4k111であった。 6時間ごとの各時間帯における

滞在割合の大きい水深・水温帯は以下のとおりであっ

た。21-3時は水深 500-600m(42.7 %) ，水温 15-18
0
C

(19.9%)0 3-9 a寺はオく深 600-700m (79.7%)， オt温

6-9
0
C (45.1%)0 9-15時は水深 500-600111(44.4%)， 

水温24-27
0
C(25.6%) 0 15-21 時は水深O-IOm(48.5%) ， 

水温 24-27
0
C (64.9%)。

〔期間 cJ標識個体は，小笠原群島の西側沖を北

上した。日間平均移動距離は期間 Bより も増加して

16.4kmであった。 6時間ごとの各時間帯における1滞

在割合の大きい水深 ・71<i1ut帯は以下のとおりであっ
た。21-3時は水深 500-600111(48.5 %に水温 6-9

0
C

(21.3 %) 0 3-9時は水深 600-700m (68.9%)，水温

6-9
0
C (53.0%)0 9-15 n寺は71<i茶500-600m(41.7%)， 

水温 15-18
0
C(16.5%)015-21時は水深0-10m (38.8%)， 

水温 27-30
0
C (39.4%)。

〔期間 oJ標識個体は，冷水渦の縁辺域を通過しな

がら北上した。日間平均移動距離は本個体の追跡調査

期間中最大の 31.9k111であった。6時間ごとの各時間

帯における滞在割合の大きい水深 ・水温帯は以下のと

おりであった。 21-3時は水深 500-600111(27.7%)，水

温27-30
0
C(31.0%) 0 3-9時は水深 500-600m (50.3%) ， 

水温3-6
0
C(39.4%)0 9-15時は水深 500-600m(35.4%に

水温27-30
0
C(28.1 %) 0 15-21時は水深0-10m (33.5%)， 

71く温 27-30
0
C (47.4%)。

(5) ID 79121・2008年 4月 14日に父島の南西沖(北

緯26度 57.58分，東経 141度 53.64分)で標識放流し

た。標識個体の推定体重は 80kgであった。浮上設定

日である放流から 80日後の 7月3日には，北緯 33度

46.80分，東経 159度09.12分において PSATsが浮上し，

データを送信してきた。

本個体は，放流後海徳海山方向まで南西方向に移動

し北硫黄島付近を通過した後，東経 150度付近まで

おおむね東方へ移動した。その後，北東へ方向を変

え，東経 159度，北緯 33度付近まで移動した。今回

データが収集できた 7個体の標識魚中，本個体は最も

東方まで移動した。この聞に記録された水深は -8~ 

808111，水温は 4.8~ 29.8
0
C，水温差 25.0

0
C，日間平均

移動距離と総移動距離は 35.5k:mおよび2，84Ikm，デー

タの利用可能率は 63.2%であった。この間の移動経路

を匡16に示した。

放流後の経過日数 10日間ごとの移動経路に海面高

Ughl Track + Ba!hyme!ry. TaglD: 79121 

図6 ID 79121の移動経路
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度偏差を重ねた図と水深・水温のヒストグラムを付図

4・1""3に示した。

〔期間 A)標識個体は，父島の南西沖から南西方

向に日間平均移動距離21.7kmで南下した。 6時間ご

との各時間帯における滞在割合の大きい水深・水温

帯は以下のとおりであった。 21-3時は水深50-100m

(26.6 %に水温 21-24"C(46.9%). 3-9時は水深

600-700 m (51.5%に水温 6-9"C(54.9%). 9-15時

は水深 500-600m(53.8%)，水温 9-12"c (56.9%)。

15-21時は水深 20-50m (32.6%)，水温 21-24"c 

(47.9%)。

〔期間 B)標識個体は，北硫黄島近海の暖水渦まで

南下した後，方向を東よりに変えた。日間平均移動距

離は，本個体の追跡調査期間中最小の 13.4kmであっ

た。 6時間ごとの各時間帯における滞在割合の大き

い水深・水温帯は以下のとおりであった。 21-3時は

水深 10-20m(20.4 %)，水温21-24.C(39.0%). 3-9 

時は水深600-700m (45.6%に水温6-9.C(48.9%)。

ト15時は水深500-600m(41.1 %に水温9-12"C(52.6%)。

15-21時は水深 50-100m (36.3%に水温 18-21"c 

(35.9%)。

〔期間C)標識個体は，冷水禍の縁辺域を通過して

東方へ移動した。日間平均移動距離は22.4kmであっ

た。 6時間ごとの各時間帯における滞在割合の大きい

水深・水温帯は以下のとおりであった。 21-3時は水

深50-100m(26.2 %) ，水温 18-21.C(34.8%). 3-9時

は水深300-400m (25.6%)，水温 12-15"C(48.8%)。

9-15時は水深 300-400m(22.2%)，水温 12-15.C 

(32.1%). 15-21時は水深 50-100m(33.5%)，水温

18-21"C (41.4%)。

〔期間D)標識個体は，暖水禍の縁辺域を東方に

移動し小規模な暖水禍の中に入った。日間平均移動

距離は期間Cの2倍以上となる 52.2kmに達した。 6

時間ごとの各時間帯における滞在割合の大きい水

深・水温帯は以下のとおりであった。 21-3時は水深

0-10m (24.7%)，水温24-27.C(37.6%). 3-9時は水

深200-300m (20.9%)，水温 15-18"C(35.8%). 9-15 

時は水深200-300m(61.3%)，水温 15-180C (67.8%)。

15-21時は水深0-10m(43.1%)，水温24-270C(72.1 %)。

〔期間E)標識個体は，暖水禍を出て，北東に方向

を変え小規模な冷水渦の聞を通過した。日間平均移

動距離は期間Dより減少し 42.2kmであった。 6時間

ごとの各時間帯における滞在割合の大きい水深・水

温帯は以下のとおりであった。 21-3時は水深20-50m

(22.6 %に水温 18-21"c (23.3%) 0 3-9時は水深

200-300 m (25.1%に水温 15-18"C(54.4%). 9-15 

時は水深200-300m(45.8%)，水温 15-18"C(62.5%)。

15-21時は水深0-10m (49.5%)，水温24-27"C(45.4%)。

〔期間 F)標識個体は，暖水禍の縁辺域を通過し，

期間Eに引続いて北東方向に移動した。日間平均移

動距離は51.0kmであった。 6時間ごとの各時間帯に

おける滞在割合の大きい水深・水温帯は以下のとお

りであった。 21-3時は水深O-lOm (28.8%)，水温

24-27"C (29.0%) 0 3-9時は水深500-600m (27.2%)， 

水温6-9"C(33.7%) 0 9-15時は水深500-600m(32.2%) ， 

水温9-120C(29.7%)0 15-21時は水深0-10m (52.5%) ， 

水温24-27"C(57.0%)。

〔期間 G)標識個体は，冷水禍を出て引続き北東方

向に移動し続けた。日間平均移動距離も期間Fより

増加して， 60.2kmと本個体の追跡調査期間中最大で

あった。 6時間ごとの各時間帯における滞在割合の大

きい水深・水温帯は以下のとおりであった。 21-3時

は水深O-lOm (16.4%に水温24-270C (38.0%) 0 3-9 

時は水深400-500m (40.5%に水温 12-15"C(44.2%)。

9-15時は水深 400-500m(32.9%)，水温 12-15"c 

(51.5%)0 15-21時は水深 0-10m (39.4%に水温

24-27"C (91.3%)。

〔期間 H)標識個体は，暖水渦内にほぼ停留した。

日間平均移動距離は23.2kmに減少した。 6時間ご

との各時間帯における滞在割合の大きい水深・水温

帯は以下のとおりであった。 21-3時は水深0-10m

(19.4 %)，水温 21-24"C(33.7%)0 3-9時は水深

400-500 m (61.1%に水温6-9"C(47.0%). 9-15時は

水深400-500m(63.0%)，水温6-9"C(58.0%). 15-21 

時は水深0-10m (53.5%)，水温21-240C (62.8%)。

(6) ID 79122 : 2008年 6月 17日に父島の西沖(北

緯27度05.67分，東経141度58.24分)で標識放流した。

標識個体の推定体重は 150kgであった。浮上設定日で

ある放流から 120日後の 10月15日には，北緯31度

53.00分，東経 139度31.00分においてPSATsが浮上し，

データを送信してきた。

本個体は，父島の西沖から父島と母島の聞を抜け，

小笠原群島の東沖へ移動した。その後はおおむね北

東方向へ進み，北緯30度，東経 146度付近に達した

後は南西方向へ戻った。そして北緯28度，東経 144

度付近に達した後は北西方向に移動しながら伊豆諸

島の東沖へ達した。この聞に記録された水深は・16"" 

792m，水温は5.2"" 29.2"C，水温差24.00C，日間平均

移動距離と総移動距離は 17.4kmおよび2，091km，デー

タの利用可能率は23.3%であった。この間の移動経路
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を図 7に示した。

放流後の経過日数 10日間(期間 Lのみは 11日間)

ごとの移動経路に海面高度偏差を重ねた図と水深・水

温のヒストグラムを付因子 1 ~4 に示した。

〔期間AJ標識個体は，母島の北を通過し，向島東

沖へ移動した。日間平均移動距離は 21.7kmであった。

6時間ごとの各時間帯における滞在割合の大きい水

深 ・水温帯は以下のとおりであった。 21-3時は水深

500-600111 (37.8%)， 7]<y1ul. 9-12
0
C (50.6%)0 3-9時は

水深 600-700m (89.6%)，水温 6-9
0C (74.0%) 0 9-15 

時は水深 500-600111(36.9%)，水温 9-12
0
C (38.1%)。

15-21時は水深 50-100m (34.3%)，水温 18-21
0
C

(56.5%)。

〔期間 B)標識個体は，暖水rllo内を通過して北上した。

日間平均移動距離は期間 Aと大差なく 24.0kmであっ

た。6時間ごとの各時間帯における滞在割合の大き

い水深 ・水温帯は以下のとおりであった。21-3時は

水深 600-700m(39.5 %) 水温 6-9
0
C (35.8%)0 3-9 

時は水深 600-700m (84.0%)，水禍 6-9
0C (79.6%)。

9-15時は水深500-600m(20.1 %)， 7]<i血9-120C(33.5%)。

15-21時は水深0-10m(30.1%に水視 18-21
0
C(35.9%)。

〔期間C)標識個体は，冷水渦の縁辺域を東に移動

した。日間平均移動距離は本標識個体の追跡調査期間

中最大の32.4kmであった。6時間ごとの各時間帯に

おける滞在割合の大きい水深 ・水温帯は以下のとおり

であった。 21-3n寺は7]<r:架500-600111(34.7 %)， 7]< YJ昆

6-9
0
C (46.9%) 0 3-9時は水深 600-700m (91 .2%に

7]<i毘6-90C(74.0%) 0 9-15 U寺は7]<r~ 500-600m (27.6%に

水温 9-12
0
C (31.4%)0 15-21時は水深 50-100m 

(45.6%)， 7]<i昆18-210C (52.2%)。

〔期間DJ標識個体は，方向を変えて北上した。日

間平均移動距離は 12.1kmに減少した。6時間ごと

の各時間帯における滞在割合の大きい水深 ・水温帯

は以下のとおりであった。 21-3時は水深 600-700m

(56.6 %)，水温 6-9oC (49.6%) 0 3-9時は水深

600-700 m (90.2%)，水温 6-9
0C (90.4%)0 9-15時

は水深 500-600m (23.6%) 水温 9-12
0C (29.0%)。

15-21時は水深0-10m (53.6%)，水温24-27
0C(41.9%)。

〔期間 E)標識個体の移動距離は小さく，日間平均

移動距離は 13.3kmであった。 6時間ごとの各時間帯

における滞在割合の大きい水深 ・水温帯は以下のとお

りであった。 21-3時は水深 500-600m(5 1.3 %) ，水

Light Track + Bathymetry. TaglD: 79122 
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温9-120C(58.3%)0 3-9時は水深 600-700m (68.3%) ， 

水温6-9
0
C(61.1%)09-15時は水深500-600m(31.7%) ， 

水温9-12
0
C(37.7%)0 15-21時は水深0-10m (50.4%) ， 

水温27-30
0
C (53.8%)。

〔期間FJ標識個体は，わずかに西方へ移動した。

日間平均移動距離は本個体の追跡調査期間中最小の

7.4k111であった。6時間ごとの各時間帯における滞

在割合の大きい水深 ・水温帯は以下のとおりであっ

た。21-3時は水深 400-500m(51.6 %に水温 12-15
0
C

(61.0%) 0 3-9時はデータが得られなかった。9-15時

は水深 500-600m(29.2%)，水温 9-12
0
C (37.4%)。

15-21時は水深 50-100m (32.3%)，水温 27-300C

(47.6%)。

〔期間 oJ標識個体は，おおむね北方に移動した。

日間平均移動距離は期間 Fよりやや増加し9.1kmで

あった。6時間ごとの各時間帯における滞在割合の大

きい水深 ・水温帯は以下のとおりであった。21-311寺

は水深 500-600m(45.4 %に水温 9-12
0
C (47.7%)。

3-9時は水深500-600m (56.0%)，水温9-120C(70.9%)。

9-15時は水深500-600m(35.5%に水温9-12
0
C(35.3%)。

15-21U寺は水深0-10m (27.5%)， 7.l<i晶27-300C(58.4%)。

〔期間HJ標識個体は，方向を変えて南下し始め

た。日間平均移動距離は期間 Gよりも微増し12.7km

であった。6時間ごとの各時間帯における滞在割合の

大きい水深 ・水温帯は以下のとおり であっ た。21-3

時は水深 500-600111(35.9%)， 7}く温 9-12
0
C (36.0%)。

3-9時は水深600-700m (50.4%) ，水温9-120C(69.5%)。

9-15 a寺は7.l<i:架500-60001(32.8%にオ(rAl.9-120C (32.8%)。
15-21 s寺は7.l<i:菜0-10111(38.0%)，7.l<rJ且21-240C(40.3%)。

〔期間1)標識個体は，期間 Hに引続き南下した。

日間平均移動距離は Il.4k01であった。6時間ごとの

各時間帯における滞在割合の大きい水深 ・水温帯は以

下のとおりであった。21-3時はデータが得られなかっ

た。3-9U寺は水深 600-700111(57.9%)，水温 9-120C

(68.2%)0 9-15時は水深 500-60001(34.2%)，水 温

27-30
0
C (41.6%)0 15-21 n寺は水深 0-10111(47.0%)， 

水温 27-30
0
C (52.7%)。

〔期間JJ標識個体は当初南下したが，I援水渦の縁

辺域で移動方向を北西へ変えた。日間平均移動距離は

18.lkmであった。6時間ごとの各時間帯における滞在

Lighl Track + Balhymelry. TaglD: 85234 
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割合の大きい水深 ・水温帯は以下のとおりであった。

21-3時は水深 500-600m(29.2%に水温 6-9
0
C(44.9%)。

3-9 A寺は7l<?架 600-700m (72.2%)， 7l< iI~t 6_9
0
C (95.7%)。

9-15時は水深 O-IOm(43.0%)，水温27-30
0
C (44.4%)。

15-21時は水深0-10m (59.2%)，水温27-30
0
C(66.0%)。

〔期間 K)標識個体は，引続き北西方向に移動した。

日間平均移動距離は 28.2kmに増加した。 611寺問ごと

の各時間帯における滞在割合の大きい水深 ・水協手1je

は以下のとおりであった。21-3時はデータが得られ

なか った。 3-9時は水深 600-700m (70.2%)，水温

6_9
0C (91.5%) 0 9-15時は水深 0-10m(17.7%)，水

温27-30
0
C(24.8%) 0 15-21時は水深 0-10m (50.9%)， 

水温 27-30
0
C (54.4%)。

〔期間LJ標識個体は，小さな暖水渦を通過し，伊

豆諸島の東沖を北西方向へ移動した。日間平均移動

距離は 19.1kmであった。6時間ごとの各時間帯にお

ける滞在割合の大きい水深 ・水温帯は以下のとおり

であ った。 21-3時は水深 500-600m(39.2%)，水温

9-12
0
C (46.9%)03-9時は水深 600-700m (76.9%)， 

水温 9-12
0
C(63.9%)0 9-15時は水深 10-20m(41.1%)， 

水温 27-30
0
C (50.0%) 0 15-21時はデータが得られな

かった。

(7) ID 85234: 2008年8月22日に母島の東南東沖(北

緯26度33.65分，東経 142度29.29分)で標識放流した。

標識個体の推定体重は 100kgであった。浮上設定日は

放流から 200日後であったが， II日後の 9月2日21

時には，南硫黄島南79]の水深 1，768mのデータを最後

に，北緯 23度 51.36分，東経 141度 32.22分において

PSATsが浮上し，データを送信してきた。

本個体は，放流後I援水禍内を通過しでほぼ南方へ移動

した。 この間に記録された正常遊泳中の水深は O~

784m，水温は 5.6~ 29.8
0
C，水温差24.2

0
C，日間平均

移動距離と総移動距離は 30.5kl11および 305kl11，デー

タの利用可能率は 100%であった。この間の移動経路

を図 8に示した。

8月22日から 9月2日の移動経路に海面高度偏差

を重ねた図と水深 ・水温のヒストグラムを付図 6に

示した。6時間ごとの各時間帯における滞在割合の大

きい水深 ・水温帯は以下のとおりであった。21-3時

は600-650m (23.3%)，水温 8-9
0C (15.9%)0 3-9時

は水深 650-700m (51.5%)，水温 _2_80C (49.5%)。

9-15 a寺は7l<i:架 0-50m(24.5%)，水i1ffi_27-300C (20.5%)。

15-21 時は水深0-50m (50.7%)，水温27-30
0C(45.3%)。

(8) ID 85235: 2008年 11月 17日に父島の南東沖(北

Ught Track + Balhymelry. Ta910田'235
田
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緯26度59.0分，東経 142度22.9分)で標識放流した。

標識個体の推定体重は 70kgであった。浮上予定日は

放流から 300日後であったが， 227日後の 2009年 7

月2日には，北緯34度00.60分，東経 148度43.80に

おいて PSATsが浮上し，データを送信してきた。

本個体は，放流後しばらくは南下したが，その後北

東へ進んだ。そして針路を西方に変えた後，屋久島

沖(北緯29.2度，東経 131.7度)まで移動した。その

後は黒潮の流れに沿うように日本列島の太平洋岸沖合

を東方へ移動した。この間に記録された水深は・8~

744m，水温は4.4~ 28.60C，水温差 24.20C，日間平均

移動距離と総移動距離は23.1kmおよび5，238km，デー

タの利用可能率は 7.0%であった。この間の移動経路

を図9に示した。

放流後の経過日数 10日間(期間W のみは 8日間)

ごとの移動経路に海面高度偏差を重ねた図と水深・水

温のヒストグラムを付図 7-1~ 8に示した。

〔期間AJ標識個体は放流地点より南下し，日間平

均移動距離は 17.9kmであった。 6時間ごとの各時間

帯における滞在割合の大きい水深・水温帯は以下のと

おりであった。 21-3時は水深600-650m(30.6%に水

温24-270C(32.0%) 0 3-9時は水深650-700m (99.6%) ， 

水温9-100C(71.1%)0 9-15時は水深0-50m(52.0%に

水温27-300C(54.9%) 0 15-21時は水深0-50m (87.0%) ， 

水温27-300C (86.3%)。

〔期間BJ標識個体は，期間Aに引続き南下したが，

移動距離は小さく，日間平均移動距離は 7.8kmに減

少した。 6時間ごとの各時間帯における滞在割合の大

きい水深・水温帯は以下のとおりであった。 21-3時

は水深 600-650m(18.4 %に水温 27-300C (26.3%)。

3-9時はデータが得られなかった。 9-15時は水深

0-50m (47.2%)，水温 27-300C (61.6%)0 15-21時は

水深0-50m (77.5%に水温27-300C (83.8%)。

〔期間cJ標識個体の南方にあった暖水渦は西に移

動した。本個体は，移動方向をやや西寄りに変え引

続き南下した。日間平均移動距離は期間 Bの約2倍

の 15.4kmであった。 6時間ごとの各時間帯における

滞在割合の大きい水深・水温帯は以下のとおりで、あっ

た。 21-3時， 3-9時および9-15時の各時間帯はデー

タが得られなかった。 15-21時は水深0-50m (61.2%に

水温24-270C (79.5%)。

〔期間DJ標識個体は，南西に移動方向を変えたが，

暖水禍の縁辺域でほとんど停留状態となった。 日間

平均移動距離は 9.5凶に減少した。 6時間ごとの各時

間帯にお吋る滞在割合の大きい水深・水温帯は以下

のとおりであった。 21-3時はデータが得られなかっ

た。 3-9時は水深 600~ 650m (60.8 %) ，水温は 10

~ l10C (48.6%)0 9-15時はデータが得られなかっ

た。 15-21時は水深 0-50m (84.8%)，水温 24-270C

(100.0%)。

〔期間 EJ標識個体の移動は，期間Dに引続きほぽ

停留状態であった。日間平均移動距離はさらに減少し

て6.lkmとなった。 6時間ごとの各時間帯における滞

在割合の大きい水深・水温帯は以下のとおりであっ

た。 21-3時は水深600-650m(29.0%)，水温24-27"C

(43.0%) 0 3-9時は水深 650-700m (74.2%)，水温

9-100C (77.1%)0 9-15時は水深0-50m(42.7%)，水

温24-270C(58.7%)0 15-21時は水深0-50m (52.0%)， 

水温24-270C (96.1%)。

〔期間FJ標識個体の移動距離はさらに減少し，日

間平均移動距離は，本個体の調査期間中最小となる

5.8kmであった。 6時間ごとの各時間帯における滞

在割合の大きい水深・水温帯は以下のとおりであっ

た。 21-3時は水深600-650m(32.1 %) ，水温24-270C

(38.7%)0 3-9時， 9-15時および 15-21時はデータが

得られなかった。

〔期間GJ標識個体は，移動方向を西方に変えた。

日間平均移動距離は 7.2kmと期間Fよりやや増加し

た。 6時間ごとの各時間帯における滞在割合の大きい

水深・水温帯は以下のとおりであった。 21-3時は水

深 0-50m(37.0 %)，水温 24-270C (46.9%) 0 3-9時

は水深 600-650m (66.8%)，水温 10-110C (49.0%)。

9-15時は水深0-50m(29.4%)，水温24-270C (53.5%)。

15-21時は水深0-50m (55.3%)，水温24-270C(100%)。

〔期間HJ標識個体は，東から移動してきた暖水渦

内を西方に移動した。日間平均移動距離は9.4kmで

あった。 6時間ごとの各時間帯における滞在割合の大

きい水深・水温帯は以下のとおりであった。 21-3時

はデータが得られなかった。 3-9時は水深 650-700

m (63.9%)，水温 9-100C (80.5%)0 9-15時は水深

50-100m (34.6%に水温 24-270C (45.0%) 0 15-21時

はデータが得られなかった。

〔期間IJ標識個体は，暖水渦内を引続き西方へ移

動した。日間平均移動距離は 18.4kmに培加した。 6

時間ごとの各時間帯における滞在割合の大きい水

深・水温帯は以下のとおりであった。 21-3時は水深

0-50m (39.8%)，水温24-270C (48.3%) 0 3-9時は水

深650-700m (96.1 %) ，水温1O-110C (48.4%)0 9-15 

時は水深 50-100m(26.1 %) ，水温24-270C (46.6%)。

15-21時は水深0-50m (52.3%に水温24-270C(96.6%)。

-73一



〔期間J)標識個体は，移動方向を北西に変えた。日

間平均移動距離は 19.7kmであった。本期間中の水深・

水温データは全く得られなかった。

〔期間K)標識個体は，北方にあった暖水禍内を西

方へ移動した。日間平均移動距離は 14.0加であった。

6時間ごとの各時間帯における滞在割合の大きい水

深・水温帯は以下のとおりであった。 21-3時は水深

0-50m (36.7%)，水温20-24"C(52.8%). 3-9時はデー

タが得られなかった。ト15時は水深50-100m(33.6%に

水温20-24"C(47.8%). 15-21時は水深0-50m (69.9%)， 

水温24-27"C(76.1 %)。

〔期間L)標識個体は暖水渦を出て東南東方向へ

移動した。日間平均移動距離は27.8kmであった。 6

時間ごとの各時間帯における滞在割合の大きい水

深・水温帯は以下のとおりであった。 21-3時は水深

500-550m (25.2 %)，水温20-24"C(34.3%). 3-9時，

9-15時および15-21時はデータが得られなかった。

〔期間M)標識個体は，再び西方よりに移動した。

日間平均移動距離は26.5kmであった。 6時間ごとの

各時間帯における滞在割合の大きい水深・水温帯は

以下のとおりであった。 21-3時はデータが得られな

かった。 3-9時は水深650-700m (80.5%) ，水温

9 -10"C (59.7%). 9-15時は水深650-700m(37.3%)， 

水温24-27"C(38.8%). 15-21時は水深0-50m (72.3%) ， 

水温24-27"C(100%)。

〔期間N)標識個体は南西方向に移動した。日間平

均移動距離は 15.8kmであった。本期間中の水深・水

温データは全く得られなかった。

〔期間0)標識個体は，期間Nにおける南西方向か

ら西方に針路を変えて移動した。日間平均移動距離

は17.6kmであった。 6時間ごとの各時間帯における

滞在割合の大きい水深・水温帯は以下のとおりであっ

た。 21-3時はデータが得られなかった。 3-9時は水

深650-700m (85.9 %) ，水温 10- 11 "c (88.9 %)。

9-15時は水深0-50m(31.3%)，水温24-27"C(35.4%)。

15-21時は水深0-50m (62.7%)，水温24-27"C(100%)。

〔期間 p)標識個体は，暖水禍の縁辺域に達するま

で南西方向に移動した。日間平均移動距離は21.7km

であった。 6時間ごとの各時間帯における滞在割合の

大きい水深・水温帯は以下のとおりであった。 21-3

時と 3-9時はデータが得られなかった。 9-15時は水

深0-50m(29.1 %) ，水温24-27"C(32.8%). 15-21時

はデータが得られなかった。

〔期間Q)標識個体は，暖水禍の縁辺域で針路を北

西に変えて移動した。日間平均移動距離は 19.6kmで

あった。 6時間ごとの各時間帯における滞在割合の大

きい水深・水温帯は以下のとおりであった。 21-3時

は水深650-700m(43.5 %) 水温 10011.C(39.4%)。

3-9時は水深650-700m (99.7%) ，水温9-10"C(62.0%)。

9-15時は水深50-100m(27.6%) ，水温24-27"C(30.4%)。

15-21時は水深 50-100m (52.3%)，水温24-27"c 

(100%)。

〔期間R)標識個体は，小規模な暖水禍の中を通過

し引続き北西方向に移動した。日間平均移動距離は

19.2kmであった。 6時間ごとの各時間帯における滞在

割合の大きい水深・水温帯は以下のとおりであった。

21-3時はデータが得られなかった。 3-9時は水深650

-700m (100%) ，水温 10-11"C (59.0%). 9-15時

は水深600-650m (30.2%) ，水温24-27"C (30.3%)。

15-21時はデータが得られなかった。

〔期間 S)標識個体は，期間Rに引続き北西方向に

移動した。日間平均移動距離は28.2kmであった。 6

時間ごとの各時間帯における滞在割合の大きい水深・

水温帯は以下のとおりであった。 21-3時と 3-9時は

データが得られなかった。 9-15時は水深600-650m 

(25.1 %) ，水温 10-11"C (36.5%). 15-21時は水深

0-50 m (91.9%)，水温24-27"C(100%)。

〔期間T)標識個体は，屋久島の西神の冷水禍まで

移動した後，針路を東寄りに変えて移動した。日間平

均移動距離は32.9kmであった。 6時間ごとの各時間

帯における滞在割合の大きい水深・水温帯は以下のと

おりであった。 21-3時と 3-9時はデータが得られな

かった。 9-15時は水深600-650m (22.9 %) ，水温

12 -13.C (23.9%). 15-21時はデータが得られなかっ

た。

〔期間U)標識個体はおおむね東方に移動した。日

間平均移動距離は55.8kmと増大した。 6時間ごとの

各時間帯における滞在割合の大きい水深・水温帯は以

下のとおりであった。 21-3時， 3-9時および9-15時

はデータが得られなかった。 15-21時は水深0-50m

(94.1%) ，水温24-27"C (100%)。

〔期間V)標識個体は，日本列島太平洋岸の沖合を

おおむね東方に移動した。日間平均移動距離はさらに

増大し 61.3kmであった。 6時間ごとの各時間帯にお

ける滞在割合の大きい水深・水温帯は以下のとおり

であった。 21-3時は水深300-400m(47.8%)，水温

ト9"C(54.5%). 3-9時は水深 550-600m (69.9%)， 

水温 10-11"c (49.1%). 9-15時は水深 600-650m

(36.9%)，水温 13-15"C(24.5%). 15-21時は水深

0-50 m (99.4%)，水温24-27"C(100%)。
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について，標識放流後の追跡期間とデータの利用可能

率の関係を図 10に示した。データの利用可能率は，

追跡期聞が 11日の ID85234で 100%，同 80日のID

79121で63.2%，同227日の ID85235で7.0%であり，

追跡期間の長期化に伴って低下する傾向が認められ

た。

〔期間W)標識個体は東北東へ移動した。

均移動匝離は本個体の追跡調査期間中最大となる

62.5kmに達した。 6時間ごとの各時間帯における滞

在割合の大きい水深・水温帯は以下のとおりであっ

た。 21-3時は水深550-600m(19.2%に水温 12-130C

(35.4%) 0 3-9時は水深 550-600m (95.4%に水温

lD-ll"C (56.5%)0 9-15時と 15-21時はデータが得ら

日間平

追跡期間中に記録された標識個体ごとの最低水温と

体重の関係を図 11に示した。最低水温は，体重が大

きくなるほど低下する傾向が示唆された。また，体重

と最大水深の聞には一定の傾向は認められなかった。

同様に，体重と日間移動距離の聞にも一定の傾向は認

められなかった。

PSATsに記録された最小水深がOm以下の時には，

海面水温を最高水温としたが，データの得られた 56

受信データの利用可能率は， ID

%， ID 68444カi33.9%， ID 68445が

36.5%， ID 79121が 63.2%，ID 79122が 23.3%，ID 

85234が 100%，ID 85235が7.0%であった。これらの

うち，データの収集間隔を6時間ごとに設定した6個

のPSATs(ID68444，68445， 79121， 79122，85234，85235) 

れなかった。

データの解析
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置 (RDI800)が作動したものと想像される。 PSATs

の水深記録によれば，これらの装着個体はいずれも，

魚体が沈降するまでは長期間にわたり通常の水深帯を

遊泳していたので，死亡の原因が標識の装着によるス

トレスや外傷によるものとは考えにくかった。なお，

ID 60663と85235が，設定日よりも早い時期に浮上

した原因は明らかにできなかった。

受信データの利用可能率 データの収集間隔を6時

間ごとに設定した 6個の PSATsでは，追跡期間の長

期化に伴って，受信データの利用可能率の低下する

傾向が認められた(図 10)。追跡期聞が長期化する

と， PSATsに記録されるデータ量は増える。しかし，

PSATsから人工衛星に送ることのできるデータ量には

限界があるので，追跡期間の長期化に伴って，データ

の利用可能率は低下した。今後，メカジキの回避経路

をより詳細に調査するためには，長期間の追跡を行っ

ていかねばならない。今後は，今回採用した6時間ご

との水深・水温データの収集間隔を見直す必要もあろ

件の海面水温は21.6'"29.8"C，平均26.6:t 2.6"Cで

あった。そしてその時の最低水温との水温差は 13.0

'" 25.0"C，平均 19.6:t 3.2"Cであった。海面水温と水

温差の関係は図 12に示したとおりで，両者の聞には

次式が成立した。

y =1.075349 x -9.031708 

ただし， y 水温差("C)， 

う。

メカジキの鉛直移動 PSATsを利用したメカジキ

の行動解明は世界各地で行われている。 Caneseet a1 

(2008)は，イタリアの地中海沿岸ティレニア海にお

いて 19個体(体重 15-45kg) に装着して調査した。

この結果，メカジキは日中，水深650mまで潜行して

いた。 Franciscoet al (2010)は，南東太平洋において

メカジキが最大水深 1，136mまで潜行し，データを解

x:海面水温("C)。

相関係数はR2=0.796488であり，両者の聞には統計

学的に相闘が認められた。

PSATsの浮上時期 今回メカジキ 8個体に装着し

たPSATsのうち ID60664のみは浮上せず，その原因

は明らかでなかった。 ID68判4，79121， 79122の3個

は，浮上設定日に浮上してこの間のデータを送信して

きた。 ID60663，68445， 85234， 85235の4個は浮上設

定日よりも 12'"189日早く浮上したが，放流から浮

上までのデータを送信してきた(付表 1，2)。このう

ちの ID68445， 85234の2個については，前者が水深

1，816m.後者が同 1，768mの記録を最後に浮上してい

る。これは.PSATsを装着したメカジキが何らかの原

因により死亡し，深海へ沈降したためと思われる。そ

して，沈降の途中で.PSATsの耐圧限界に達する以前

に，魚体と PSATsをつなぐテグスを切断する安全装
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析した6個体中 5個体で900m以上潜行したと報告し

ている。 BlueWater Marine Research (2008)は，ニュー

ジーランド近海で同様の調査を行い，メカジキは日

中，水深600-800mを遊泳し，その水温は8-10'Cであっ

たとしている。

今回標識放流したメカジキ各個体の最大潜水水深は

600 --808mの範囲にあった。これは，上記の地中海

の最大水深よりも約 150m深く，南東太平洋よりは約

30伽1浅かった。

1)体重との関係標識放流したメカジキでは，体

重の大きい個体ほど最低水温の低い水深帯に達してい

る傾向があった(図 11)。これは，大型個体ほど広範

囲の水温帯を遊泳していることを示唆している。ただ

し，魚体重と最大水深の聞には一定の傾向は認められ

なかった。

2)海面水温との関係 余川 (2004) によると親潮

前線域において，アーカイバルタグを装着したメカジ

キの追跡によって明らかにされた昼間の行動は，水深

に拘らず水温3--6'Cの水帯に分布するとされている。

また，山口 (2011b)は小笠原諸島海域で最も多く

のメカジキが漁獲されたのは，水温 10'C台であったと

報告したが，海域により日中における行動域での水温

差が生じる原因については明らかにしていない。本調

査では，図 12に示した通り海面水温と水温差の聞に

は相関式が成立した。これによれば，海面水温が高い

海域では，水温差の大きい水深にまで潜ることが可能

となる。逆に海面水温が低い海域では，水温差の小さ

い水深にまでにしか潜れないことになる。海域による

行動域の違いは，海面水温がその一因ではないかと考

えられる。

Sepulveda et al (2010)は，南カルフォルニア湾にお

いて，メカジキ9個体にPSATsを装着して追跡調査

を行っている。これによれば，海面水温 16.0--23.6'C 

(平均20.2土 2.4'C)の海域における潜水による水温

差は 8.7--17.6'C(平均 13.2土 2.9'C)であったとい

う。この数値を本調査で得られた関係式に当てはめる

と，海面水温 16.0'Cにおける水温差は 8.0'C，海面水温

23.6'Cにおける水温差は 16.3'Cとなり， Sepulveda et al 

(2010)の観測値 8.7--17.6'Cに近似した。また，今

回の関係式では，水温差OOC時の海面水温の理論値は

8.4'Cであった。すなわち 海面水温8'C付近がメカジ

キの生息限界水温と推定できる。 Boyceet al (2008)も，

メカジキの生息限界水温の下限は 8.89'Cとしており，

今回の理論値とおおむね一致した。

3)時刻との関係 メカジキは，昼夜で鉛直移動を

行うことが知られている(余)112004) 0 ID 60663で得

られた時刻別の遊泳水深と水温記録によれば，日中

の6:00から 16:00までの時間帯は，水深400--600m， 

水温9--15'C付近を遊泳する割合が高かった。また，

夜間の 20:00から 4:00までの時間帯は水深 100m以浅

を遊泳する割合が高かった。しかし，日中であっても，

しばしば水深 100m以浅に浮上し，夜間であっても水

深400--600mに潜水することが確認された(図 3)。

4)中規模渦との関係 今回は，データの得られた

7個のPSATsの調査期間を，原則10日間ごとに区切っ

て移動経路を追跡した。これらの合計は64期間であっ

た。このうちメカジキ標識個体が，主として暖水禍内

を移動した期間は， ID 60663がA)，ID 68445がA)， 

ID 79121 カ~ B)， E)， H) ，ID 79122 カ~ B) ，ID 85234 

がA)，ID 85235がB)，C)， H)， I)， J)， K)， L)， Q)， 

R)の合計 16期間となり，全期間中 25.0%を占めた。

一方，主として冷水禍内を移動した期間は， ID 60663 

が B)，C)， D) ，ID68判4が E)， G)， H)， I). J) ， 

ID79121がC)，ID 79122がC)，ID85235がS)，T)， W) 

の合計 13期間となり，全期間中 20.3%を占めた。ま

た，主として暖水禍と冷水禍の両方の中を移動した期

間は， ID68445がD)，ID 79121がF)，G) ，ID 85235 

がU)，V)の合計5期間となり，全期間中 7.8%を占

めた。メカジキは，これら 3者の合計となる 34期間

(53.1 %)において中規模渦内を移動していた。これ

に対し，主として中規模渦以外の海面を移動したのは

30期間 (46.9%)であった。

日中 (ID60663以外は 3-9時と 9-15時の時間帯)

におけるメカジキの滞在割合が高かった水深・水温帯

は以下のようであった。暖水渦内を移動した場合は，

水深600--700mが最多の 39.1%，次いで 0--100m 

の29.1%，水温は 9--12'Cが最多の 31.8%，次いで

6 --9'Cの 27.3%であった。一方，冷水禍内を移動し

た場合は，水深 600--700mが最多の 33.3%，次い

で0--100mの28.6%， 500 --600mも23.8%，水温

は9--12'Cが25.0%，次いで3--60Cの20.0%であっ

た。暖水禍と冷水渦の両方の中を移動した場合は.水

深500--600mが最多の 57.1%，次いで400--500m 

の28.6%，水温は 12--15'Cが最多の 42.9%，次い

で9--12'Cの 28.6%であった。たて縄漁法では 10'C

台の水温帯で約44%のメカジキが漁獲された(山口

2011b)。日中1O'C台を含む 9--120Cの水温帯に滞在

した割合は，暖水禍内は 31.9%，冷水禍内は25.0%。

また，冷水禍内では暖水禍内と比べ，水深は 500--

600m，水温は3--6'Cに滞在する割合が糟加した。こ
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のように，中規模渦の存在は，日中におけるメカジキ

の行動に影響を与えていた。小笠原諸島の漁業者の中

には，水産センターが提供する海面高度偏差図や興洋

による海洋観測結果を参考に，たて縄の枝縄取付け水

深を変える者もいる。今後，たて縄操業水深の水温を

広域的に予測できるようになれば，さらなる操業の効

率化につながると考える。

メカジキの水平移動 中込 (1958)は，延縄漁業

資料によって，小笠原諸島を含む北緯20'" 300 東経

140 '" 150。の海域において，次のようなメカジキの

移動に関する報告を行っている。すなわち， 3"'5月

には，大型で眼叉長 155-165cmにモードを持つ群れ

が， 5"'6月には中型で眼叉長 130cmにモードを持つ

群れが，それぞれ東経 150度以東の海域から加入して，

その後，北緯30度以北へ移動するという。今回， 6月

17日に標識放流した ID79122は，西よりに移動した

後に北上し， 120日間で緯度にして約5度北へ移動し

た(図7)。また， 7月19日に標識放流したID68445は，

一時南下した後，ほぽ真北に向かい， 42日間で緯度

にして約6.8度移動した(図 5)。これらはいずれも中

込 (1958) と同様の移動を行った。

データの得られた 7個の PSATsのうち，浮上まで

の経過日数が 11日間と短かった ID85234を除くと，

放流地点付近に留まった標識装着個体は， 6個体中 l

個体 (ID68444)のみであった。これ以外の 5個体で

は，いずれも放流地点から直線距離にして 300km以

上離れた場所に PSATsが浮上した。これに対して ID

68判4では，放流後 100日を経過しでも.浮上地点ま

での直線距離は約 178kmであった(図 4)。従って，

全てのメカジキが大回避を行っているとは限らず，小

笠原周辺海域からあまり移動しない個体の存在する可

能性が認められた。宮城県の気仙沼港に入港する延縄

漁船の間では，このようにあまり移動しない“瀬付き

メカジキ"の存在が知られており，その身の色はピン

ク色が強いといわれている。 i頼付きメカジキは「ピン

クメカジキ」とも呼ばれ，キンメダイなどを主要な餌

にしているという。 2008年8月 15日に小笠原島漁業

協同組合所属の高潮丸が父島沖で釣獲したメカジキ

(眼叉長1.lm，雌)の胃内からは，尾叉長22cmのキ

ンメダイ科魚類が出現している(山口未発表)。こう

した大回遊を行わない群の存在も含め，小笠原諸島海

域で漁獲されるメカジキの生態を解明することは，今

後同諸島のたて縄漁業振興を図っていく上で不可欠で

ある。
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要約

l 小笠原海域において，たて縄で漁獲した8個体の

メカジキ(推定体重 50'" 150kg) にPSATsを装

着して放流し， 7個体よりデータを回収した。放

流後の追跡期間は 11'" 227日間であった。

2. 放流後の追跡期間の長期化に伴って， PSATsより

送信されたデータの利用可能率は減少した。デー

タ収集間隔を 6時間ごとに設定した場合，データ

の利用可能率は，放流後の追跡期聞が 11日間で

100%，80日間で 63.2%，227日間で 7.0%となった。

3. PSATsを装着したメカジキ追跡期間中の日間平均

移動距離は 7.8'" 35.5kmであり，魚体重との聞に

相関は認められなかった。

4. 大型個体ほど潜水中に記録された最低水温の低い

傾向が認められた。

5. 海面水温と水温差の聞には正の相闘が認められ

(R2=0.7965) ，南カリフォルニア湾の調査結果と

よく一致した。また，水温差oOCにおける海面水
温の理論値は 8.40Cであり，文献によるメカジキ生

息限界水温の下限値ともおおむね一致した。

6. 冷水渦内を移動した場合，日中の生息水深は浅く

なり 500'"600mにいる割合が増えていた。

7. 暖水渦内を移動した場合， 日中の生息水温は9'"

120Cの割合が増えていた。

8. 放流後の追跡期間が42日以上の 6個体中 5個体

では，放流地点からの直線距離で 300km以上移動

した。しかし， 1個体のみは放流地点から 178km

以内に留まった。

キーワード:メカジキ，小笠原諸島海域， PSATs， 

行動追跡
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付表1 PSATsを装着したメカジキ放流時のデータ

放流魚の 放流位置 PSATsの設定

No 
PSATs 推定体重 (kg)

放流日時
ID 浮上日 データ収集

北緯 東経
(日後) 間隔 (h)

水深区間1) 水温区間2)

60663 100 2006年 9月13日 11:00 26度14.34分 143度00.97分 70 a a 

2 60664 50 2006年 7月 2日 9:12 26度57.51分 142度17.95分 70 a a 

3 68444 80 2007年 8月24日 12:30 26度40.28分 142度30.44分 100 6 b b 

4 68445 50 2007年 7月19日 13:56 26度36.74分 142度28.68分 80 6 b b 

5 79121 150 2008年 4月14日 15:48 26度57.58分 141度53.64分 80 6 b b 

。o。
6 79122 150 2008年 6月17日 14:08 27度05.67分 141度58.24分 120 6 b b 

7 85234 100 2008年 8月22日 8:54 26度33.65分 142度29.29分 200 6 c c 

8 85235 70 2008年11月17日 11:30 26度59.04分 142度22.94分 300 6 c c 

1 )水深区間 (m) a : 50，100，300，350，400，450，500，550，600，650，700，1000く
b : 0，10，20，50，100，150，200，300，400，500，600，700，800く
c : 0，50，100，200，250，300，400，450，500，550，600，650，700く

2)水温区間("C) a : 4，8，9，10，11，12，13，14，15，16，20，60く
b : -2，0ム6，9，12，15，18，21，24，27，30，33く
c : -2，8，9，10，11，12，13，15，20，24，27，30，33く



付表2 PSATs浮上時のデータ

浮上位置
浮上日までの 総移動距離 放流・浮上位置問の

No PSATsID PSATs浮上年月日
経過日数 (krn) 直線距離 (krn)

北緯 東経

60663 2006年11月10日 29度35.42分 144度13.56分 58 685 375 

2 60664 浮上せず

3 68444 2007年12月 2日 25度03.18分 142度22.50分 100 778 178 

4 68445 2007年 8月30日 33度17.64分 141度37.56分 42 976 802 

5 79121 2008年 7月03日 33度46.80分 159度09.12分 80 2，841 2，036 

6 79122 2008年10月15日 31度53.00分 139度31.00分 120 2，091 626 
。。
ー

7 85234 2008年 9月 2日 23度51.36分 141度32.22分 11 305 317 

8 85235 2009年 7月 2日 34度00.60分 148度43.80分 227 5，238 1，052 



付表3 PSATsに記録された水深，水温，平均緯度経度，日間平均移動距離およびデータ利用可能率

ID 調査期間

平均緯度経度

北緯 東経

日間平均移動 データの利用

距離 (km) 可能率(%)
最小水深 (m) 最大水深 (m) 最低水温 (OC) 最高水温 (OC) 水温差 (OC)
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付表3 (続き)PSATsに記録された水深，水温，平均緯度経度，日間平均移動距離およびデータ利用可能率

ID 調査期間 最小水深 (m) 最大水深 (m) 最低水温("C) 最高水温 (OC) 水温差 (OC)
平均緯度経度

北緯 東経

日間平均移動 データの利用

距離 (km) 可能率(%)
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付義3 (続き)PSATsに記録された水深，水温，平均緯度経度，日間平均移動距離および、データ利用可能率

平均緯度経度
日間平均移動 データの利用

ID 調査期間 最小水深 (m) 最大水深 (m) 最低水温 (OC) 最高水温 (OC) 水温差 ("C)
距離 (km) 可能率(%)

北緯 東経

85235 S)5/16・5/25 -8 696 6.8 23.0 16.2 28.6 133.3 28.2 5.0 

(続き) T)5/26・6/4 -8 744 7.2 22.6 15.4 29.4 132.3 32.9 2.5 

U)6/5・6/14 。 632 7.0 22.0 15.0 30.3 136.1 55.8 2.5 

V)6/15・6/24 。 600 4.4 22.6 18.2 31.0 140.8 61.3 12.5 

W)6/25-7/2 424 560 9.2 13.6 4.4 33.1 146.9 62.5 6.7 

全期間 -8 744 4.4 28.6 24.2 30.5 137.9 23.1 7.0 

ま



A)9/13-9/22 (N25.9 E143.2) 

C
D
寸

J
R
D
田
町

白
血
的
》
，
、

D
D円

-圃
C
D司
J
t
D
D

・------田
C
C
【
〉
t
凸
凹

一

----c出八

1

1

一
一
一

1

0
6
n
o
d
-

。4
ハ
U

nu

n
u
n
u
n
u
 

日出 5:11，日没 17:34

Historical Mesoscale Altimetry -Sep 13， 2006 
I40E 1.11 E 142E 143E ¥.uε lJ5E 

却" JON 
司陪

〆
φ-/  

、.0'.-
4 

酒 N

26" 

• nighttime 

n 
とつ ひ1 ...... 0 m α3 てT

~ ~ 戸 ';' I I ^ 
I I I I ∞ マ
国 同 O
H 円 Fベ

水温("C)

マ
H
J
t
悶
」【

出
戸

J
t
-w

由
『

p
t由
{

E

E
Rt由

t 
cコ
ミD

l 
D 

'" 

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

27N 

‘・ 3・
26N 

相L _.・

. 
27" 

お N

2SN 
145E 1.IE lA2E ‘3' ‘" 

s.-~Surfx官 IkiglllAI四"，，1) h:m) 

10 15 20 25 30 

B)9/23-10/2 (N25.9 E143.5) 

日出 5・14， 日没 17:22

Historical Mesoscale Altimetry -Sep 23. 2006 
'" E 141 E ，42E ‘JE 14J.E 14<5， 
JO" ヨJN

0.6 

0.4 

.JO .25 初 15 .10 -5 0 5 

D
o
c
-J，、
c
cト

D
Dト
J
a
D
出
国

口
問
中

J
6

3

D
D由
J
a
D
回
目

。
白
山

J
O
B

o cコ
'" 0 
守 旧

44  
o ，n 
ママ

水深(m)

ロロマ
J
白
山
内

。
目
的、，

r一

D
g

-D司
、，，
占

OH

D
D
H
》

'
D
由

口
町
八

0.2 

2!lN 

#.・

aw 〆
a，，
 F

6
 

2!lN 

T
E
l
l
-
T
P
P
I
l
i
f
-
-ー
↑

マハ∞3
t
で

1，---，ロdaytlme

H I 一一一一一一ー・明Te-rrtt1ml

": ~-1-:・ -ιihrn
水i昆("C)

26N 

0.4 

/、. . 、『
、、

27N 1 
"'，--- '0-

/ 

26N 

百 N

.'喝F
25N ~ 

"0' 

C)10/3-10/12 (N26.2 E143.6) 

141 E "2E ‘3E 144E 

s".s町f，ほε H"I~hl A闇 InaI}lcm)

0.6 

0.4 

0.2 

日19:17:10 日出5:18，

Hislorical Mesoscale Altimetry . Ocl 3， 2006 
l40E ¥41 E 142E 143E 144 E 145E 
JON 、 JON

-
C
O【
J

《
ロロト

。ロト
J
D
S

口
出
申

J
t
C
C由

D
C司
、

t
o白
山

。
白
白

J
R
D
D白

Cコ o唱。て， ，n 
I I 
o cコ
o '" ママ

水深(m)

D
D
7t
D
巾
円

己
目
的

yt--悶

DD円
》

too-

D
D
-
J
t
D
由

口
問
八

。，〆/

/ 。
、-，.-~戸ー一ーーゆ~。

ロdaytime

t;.it1'1 

0.6 

0.4 

0.2 

29N 

28N 

27N 

ρ， . . 

• 

/ 
ゐ

29N 

27N 

マ
八∞J

マ

EJ
∞
 

D
F
J
t
E
 

-H
J
O【

"" "" ~ ~ 

I I 
ふ3 ・『

~ ~ 

水温("C)

マ
戸
3
t
同
」[

由
同

J
E
寸
【

申

H
J
t
悶
J
【

ロ
N
J
t申
J
【

己
申
》
【
C
N

。1-26N 

2SN 
145E 

'. 
141E 142E 143E I ~ E 

St:aSぽf岳民 lIc:ighl̂凶 m:alyfcm)

26N 

付図1-1

10 15 凹 25 30 

ID60663の追跡期間 10日ごとの移動経路と水深，水温ヒストグラム

- 85-

-30 -25 一回 15 .10 -5 0 



0.8 

0.6 

0.4 

D)lO/13-10/22 (N26.9 E143.6) 

日1'，[16:59 

Historical Mesoscale Altimetry • Oct 13， 2006 
". E ・lE "2E I43E ，44E 14唱E

~N ~N 

日出 5:23，

ロ
D
D
H
J
R
C

Cト

。
。
ト

f
g
∞

ロ
山
田
一BEE-
、

D
g

白
色
申
}，、
白
山
田

。
山
田

J
D
S

o 0 

'" 0 
てr "' 
I I 
8 2 
て?て?

水深(m)

D
D
マJ
t
D
崎
町

口
出
回

t
com

。
。
悶
》
【
C
D
J【

。
。
岡
、，
t
D
由

。
由
八

0.2 

。

"N 
マ・

2・N

9
-

1
ム

OO

Fhu
A
-
n
L

ハU

1

0

0

0

0

 

調 N

。骨
A
E芭
B
O

淘 N

"N 

守-r、由
J
，、
マ

品
、
t
∞

D
J【
》
t
由

H
H
}《
0
4【

。， "" 
~ ~ 

I I 
"" ~ ~ ~ 

水温("C)

マ
H

J
t
円
H

出
」
[
}
《

-v
H

坦
叶
)
《
由
同

O
N
--，，‘
坦
【

。
出

J
R
D
目

26" 26N . 
mJ 
14QE '''' 14SE I'1[ ，.2E '''3E I0(4E 

S四 !'urr:削除'&1'1/1.剛n;dy相川

竺
ロ
D
D
H
J
‘
ロ
ロ
ト

ロ
ロ
ト

J
R
O
同
由

。
由
也
、，，

E
C
由

C
C
D
J
'
O
凶
由

ーロ岡田
555 言 g
I I I I I 
o cコ 000
0 ・0 口出 C
'" びコ セ3戸 、T ・"

水深(m)

1.2 γ一一一一一
1 1-一一→ t
0.8←一一一I I 
0.6 +一一一一寸} 
0.4 -t一一一一切画
0.2 +一一一一一-
l.ー園田
o 1ー-一

Cコ Cコ o
10 0 Cコ
ハ~ 0。
I I 
Cコ Cコ
." cコ

r→ 

10 15 20 お初

E)lO/23-11/1 (N28.4 E144.0) 

日出 5:29，1:1没 16:47

Historical Mesoscale Altimetry . Oct 23， 2006 
E・8E '~1 E ・2E UJE '4・E ""  
:10" 1 ゆ 』 羽 N

/ 

2・N

」・(1-25 .20 -15 -10 .s 0 5 

酒 N1'1' 

η
A
1
4

0

0

P
0

4

-

9

-

n

U

 

1
ム

ハ

U
n
u
n
u
n
υ

28" 

27" 

. 、、
• h

、

28. 

27. 

マ
ハ∞

》
t
マ

町
、B
EE-

ゐ

O
H
-a't由

H
H
J
t
白
戸

'" '" ~ ~ 

I I 
'" ~ 
戸~

水1且("C)

マ
-【
》
〈
円
H

出
J

門
》
4
マ
【

ヨ
J
四

。凹
J
吉

D
申
J
t
D

N

26N 26. 

"・-2SNU 
140E 

お N

1‘SE 1‘"・"‘3E "SE 
ScolSurf;sotllf仰 A醐叫畑}

同
一
J
D
D
D
H
J
t
D

D
ト

ロ
ロ
ト
》
《
口
四
由

。
的
中

l
o
g

。
己
申
》
【
己
的
巾

:;而 円n
s 宣言語号言語

水深(m)

F)1l/2-11/10 (N29.7 E144.2) 

Historical Mesoscale Altimetry • Nov 2， 2006 
'" E 141E 142E l(JE 144E 14SE 
30N 30N 

〆ち
"N 

日没 16・36日出5:36，

". 

2

1

8

6

4

2

0

 

可

A

A

U

n

U

A

u

n

u

26N 

27N 

巴ム> > 

、. 

28N 

27N 

26N 
I 
d 

26N 

マ
八∞J

t
守

∞J
∞
 

。
」【
3
《
由

【
戸
】
'
O
H

σ， '" 
~ ~ 

I I 
"" ~ 【同

水温("C)

マ
同
》
《
的
j

【

由

-
J
t
-v」
[

申
」【
》，、
四

O
N
》，、
担
戸

己

中

I
R2SN 

"" 

阿
国
民
，.， E '42E 10E 14~ E 

SuSurfxc:lltIsIIIAnor叫y同}

10 15 おお:10

付図 1-2 ID60663 の追跡期間 9 ~ 10日ごとの移動経路と水深，水温ヒス トグラム

-86一

'"お初 15.'0 ..s 0 5 



。。
Cコ o
c、3σ3
I I 
28  
~ '" 
水深(m)

ハ
り
4
-
9U
2
A
Q
U
F
O
A
1
の
A

n
u

1

1
1

0

0

0

0

 

A)8/24-9/2 (N26.0 E142.8) 

日&17:57 日出 5:05，

Real-Time Mesoscale Altimetry -Aug 24， 2007 
..0 E 141 E 142ε143  E 144E 
27N 27N 

) ¥ .~ 、 (/
ナ 1 ，、品、

。ノ ¥t

0.8 

0.6 

0.4 

2GN 

----、。-125N 
/〆‘。
/ 

/ 
141E 142E 14JE 

5四 Surf:JCCHdght Anomo.ly (cm) 

ゐ 白--

担 N

25N 

0.2 

。
.，-、

e'A
 
，
L
M
 

24 N 
144 E C向

g、DJ
、
目
i

問
、，t
ロ

坦
BEEt
的

田
》
《
喧

N
7，z
，、
白

2

1

N
H

℃
 

目
血

由
【

J
5
水

戸
四
》
《
国
2
【

マ
N
3【
J

門
目

ト

N
B
《
マ
N

己
的
J
t
ト
肘

問
的

t
g

問
的
八

c
c∞
八

c
c
∞1
0
0ト

c
cト
l
D
S

D
己
申

J
t
D
D由

。
白
血
》
t
D
O
守

ロ
ロ
マ

i

D
C悶

G
Em
-
c
c
m
吋

D
D
N》
{
C
由
」【

己
的
戸
J
t
o

o
-【

O
C
H
-

-
由

・
岡
)圃
D
問
、
t
C凹

」

一
一
一
同
一

気
t
D
H

a
F
O
-

胃

d

-

F

j
γ
1
L
-
Q
U

で

一

一l
l
i

ぷ

仔

一
E

T
一圃
一圃

2

1

0

・
一
・
一口

一・

一1

‘d

一

一

一

一

園

口八

1

8

6

4

2

0

 

n

u

n
u

n

υ

n

u

 

30 

→1 l 
- II・ l

一世出一円一一→

言号室塁塁

」一一_li.fiニ2L
4一一一-1・9寸古ー-

I 03.9 

」一ー一__.2l.o3

l ・
1一一 日量量t
T2R  2 82  

25 20 15 '0 5 25 -20 .15 -，。30 

B)9/3-9/12 (N25.1 E142.9) 

1

8

6

4

2

0

 

n

u

n
u

n
U

A

υ

 

l:it:交 17:46

26N 

25N 

Real-Time Mesoscale Altimetry -Sep 3，2007 
140 E 141正 142E 143E 144E 
27N 目 、 .，-----~ 27 N 

も

.F、 /. 
2GN 

t 下 I25N 
/-TO¥ 

~ 

日出 5:09，

¥玖

a、

24 N 
144 E 

一噌
-A
E

蘭
岡
旬

。
N

S

 

目

八
C
J

N

・

問
、BEEf
ゐ

U
J
eh
 

目
、，
，
占

同
J

【
》
《
A
M

。0 ・n
I I 
田町
~ ~ 

水;，'l¥(C)

H
N
J

竺

HW
N
J
t」
[
N

141E 142E 143E 

Se3 Surf~cc H山ghlAnom:aly (crn) 

D
C国
八

D
O国
J
t
D
Cト

。
。
ト

1
8
申

DD申
J
・‘0
0由

ロ
ロ
白

J
t
D
ロ
マ

ロロ守
、，z'
D
D悶

0
0問
、，，

D
D
N

D
D
N
p
t
D
由
」【

己
的

【
》
《
ロ
ロ
【

D
D同
J
t
C
由

。凶
J
‘。凶

。国
J
t
D
J【

。
戸
}
《

C

o 
A 

30 

日出 5:12，

1 

0.8 

0.6 

0.4 

0.2 

0 

10 15 

日没:17・34

Real-Time Mesoscale Altimetry -Sep 13， 2007 
140 E 141 E 142E 143E 144E 

VN  VN  
.0 .~ 

-'0' 、

2S 

C)9/13-9/22 (N25.2 E143.2) 

20 5 20 ・15 .'0 30 -25 

水深(m)

問
的
八

'" A ot
q
 

円
》
《
巴

由

J
t
司

目
、，
f
申

四
円

J
R
由

阿 国的

'" ~ ~ 
I I I 
α， ，"ひq
~ ~戸

水温(OC)

マ
N
3
t
H
N

ト
目

J
t
マ
四

-
m
JE--一ト
N

目
的
》
【
己
的

ヮ“

1
L

n
M
U
ρ
U

A

9

Q

L

n

U

1

ι

n

U

A

U

A

U

n

u
 

26 N 

24 N 
144 E 

25 N 

'. 
26 N 

25N 

24 N 
140 E 141E 142E I43E 

Se:J Surf:acc Hcight Anomaly (cm) 

30 

付図2-1

25 

ID68444の追跡期間 10日ごとの移動経路と水深，水温ヒストグラム

- 87一

20 15 10 s .25 .20 .15 -10 .30 



ロ
ロ
∞
八
。。
∞J
O
R

。。ト
1

0
0由

C
C
中
t

D

S

0
0由

1
8
マ

。。マ
t
c
g

。。円
J

‘D
D
N

D
D
N》
t
口
出
」【

白
山
同

》
t
D
O
H

C
C
H
J
a
O
由

白
田

J

R

。
伺
》
t
D
J【

。↓{Jt
D

o 
八

1

8

6

4

2

0

 

n
U

AU
n
u
A
U
 

Real-Time Mesoscale Altimetry -Sep 23， 2007 
140 E 14tE 142E 143E 144E 

27N r-------，. .......... .m~--------~ .. ~岨 27N

日i9:1T22 

D)9/23-10/2 (N25.2 E143.5) 

日出 5:14，

'. 
水深(m)

0.8 

0.6 

0.4 

26N 

25N 

， 
・喝

'0、

26N 

缶 N

0.2 .._"一一

"" 八OJ
目白

問
、

t
ロ

由

J
-町

回

3
t
由

N
H
》，
、
田

α， '" 
~ ~ 

I I 
同四
回同

水温('c)

-
N
J‘
国
同

マ
伺
》
《」
[
目

ト
目

J
t寸
N

。円J
R

問
的

J
R
O
閃

間
的
八

24N 
144 E l'IIE 142E 143E 

5ca Surfac;;:: Height Anol1l:lly (cm) 

30 25 20 15 10 -30 .25 一回 .15 ・10 る

n
y
-
'
L

n
o
ρ
o
a
q
n
4
n
u
 

--

n
u
n
u
n
u
nU
 

日没 17:11

Real-Time Mesoscale Altimetry -Oct 3， 2007 
140E 141E 142E 143E 144E 
VN 27N 

W 

E)10/3-10/12 (N25.3 E143.5) 

日出 5:18，

D
D国
八
。。∞
J
t
C
Cト

ロロト
J
R
D
D申

。
己
申
J
--C
C由

C
C由
J
R
D
ロマ

D
D
寸
J
‘
口
口
問

o 0 
o 0 。，'" 
I I 
o 0 
'" cコ
禾深(';;1

。由同
J
t
D
D
H

D
C
H
P
，、
口
町

ロ凶
J
t
D
N

D
m
3【
O
J【

D
-
3
t
D
 

Cコ
八

勺

、
、。

1

8

6

4

2

0

 

n
u
n
U
A
U
A
U
 

26N 

25N 

市ぽ

，0 

.. 
p 

‘@ 26N 

25N 

'" 八0
2
・、
N
I

的

J

。

也
、
t
的

由
、，
t
由

m
H
y
t
m
 

α3 ・0
H 戸

I I 
・"'" H 戸

水温，"CI

H
N
Jt

由同

マ
N
J
t
【
伺

ト
目
J
，‘
マ凹

口
問

J
t
ト
目

問
的

J

D
円

間
的
八

24 N 
144 E 

'・ー

141E 142E 143E 

SC3 Surfacc Heighl Anornaly (cm) 

-----、一審.

24N 
140 E 

。。
∞A
。。
∞J
O
Dト

。ロト

t
D
S

D
D申
J

‘D
D四

。。
由1
0
0

マ

。。マ
J
E
D
D円

D
D的
J

‘D
D肘

D
D
N
3
‘
己
的
」
【

0

2
J

D
O
H
 

。
。
戸

J
t
D
回

口
出

35
・ゐ凹

D
N
、t
D
戸

ロ戸
3
《
。

o ，、

30 

日出 5:24，

2
1
8
6
4
2
0
 

唱

ι
n
u
n
u
n
u
n
u

10 15 

日没 17:03

Real-Time Mesoscale Altimetry -OCl13， 2007 
140E 141E 142E 143E 144E 
27N' 27N 

25 

F)10/13-10/22 (N25.2 E143.0) 

団.30 -25 -20 -15 -10 

水深(ml

0.8 

0.6 

0.4 

26N 

25N 

， e 

'. 
'. 26N 

25N 

0.2 

。
24N 

144 E "" A D
J
目
白

同

1

0

申
J
‘
悶

E
J
巴

目

H
P，、白

同 国的'" ~ ~ 
I I I 
CO LQ C'l 
~ ~ ~ 

水温('c)

マ
N
J
t
-
N

ト

N
Jt
4V
N

己
的

J
‘
ト
目

問
的
》

t
D
悶

問
的
八141E 142E 143E 

Sca Surfacc H白星hlAnomaly (cm) 

30 

付図2・2 7]< i1u1.ヒス トグラム

25 

ID68444の追跡期間 10日ごとの移動経路と水深，

20 15 10 .5 30 -25 -20 .15 .10 



4
2
1
8
6
4
2
0
 

3
A

2
i

A
U

A
u
nυ

ハU

G)10/23-11/1 (N25.7 E142.9) 

Real-Time Mesoscale Altimetry -Oct 23， 2007 
140E 141 E 142E 143E 144E 
27 N 、 27N

日i5i:16:54 日出 5:30，

ロ
ロ
∞
八

D
D

∞J
t
D
Dト

。
。
ト
》
《

D
D申

。
己
申
》
〈

D
O由

D
D由
J
旬、ロロマ

ロロマ
J
R
C
C円

o cコ
o cコ
ひ OJ

I I 
o 0 
'" 0 
jj(深{前

。出
回3
t
O
D
H

D
O
H
3
f
C
旧

D
A山
】
〈
己
目

D
N》
【

D
H

O
H
J

D
 

Cコ
八

η
4

1
i

n
o

ρ
O
A
a
η
A
n
u
 

1

0

0

0

0

 

26N 

25N 
~ 

26N 

25N 

。司
八

o
t
m
 

同

J
a‘巴

也
、，
zt
的

由

J
t
D

目

-
J
t
白

~∞由
o-l ~ ~ 

I I I 
αコ'" '" ~ ~ ~ 

水ill，IOC)

マ
凹

J
E
H
N

ト
凹
J
《
守
剖

。
問
、，

ιN

問
中

tg

同
町
八

24 N 
144 E 141 E 142E I43E 

S¥".::t Surf3ce I-h:ight Anomaly (cm) 

24 N 
140 E 

30 

日出 5:37，

12 1 

0.8 -1 't-同一一一一一ー ト一一一-l
0.6 +- - D.3.ニ丘一一--n.ー ト一一 | 
I 11 ・ー・・ ・21-3 H 0.4 ←---i I-=-r・1 • -.:.J..... I ト ト一一一一一-l

0.2 -1一一ー→ト4 ト→ト-11 ---1_ .... 一一一一一一→
I • _ Ll Ll = 一一 J::::::l ~ ・・-ー|o←--，--.γ』且γ-- - ーーーーー-

T2552852888888  8 8 
I I I 門司目 的マ 回申ト ∞∞
o o o I I I I I I I I I 八

HNSE吉宗言号室 55
水深1m)

25 20 

H)11/2-11/11 (N26.2 E142.9) 

15 

日&17:46 

10 5 20 -15 -10 一30 -25 

目

八

司
、，
t
N

円

3
旬、。

由
、，
z閃

E

J

∞
 

四

【

3
t
由

~ ∞出
国 ー 【

I I I 。。・"小3
・吋 ー ー
水温IOC)

守
剖
〉
【

H
N

ト
目

J
t
マ
目

。的3
t
ト
剖

円
的

BEE-6
悶

間
的
ハ

。-
1
A
n
o
p
o
aaτ

ヮ“

AU

1

0

0

0

0

 

Real-Time Mesoscale Altimetry -Nov 2，2007 
140E 141E 142E 143E 144E 
VN  VN  

j-25 N 

宅 24N 
144 E 

26 N -1 
ー 10..- -，10“ 

141 E 142E 143E 

Sc~ Surfacc I-Ici昌luAnol11aJy (cm) 

25N 

30 25 20 '5 '0 5 15 -10 25 -20 30 

0.8 

0.6 

0.4 

I)11/12-11/21 (N25.9 E142.S) 

日出 5:44，日没 16:41

Real-Time Mesoscale Altimetry -Nov 12， 2007 
140 E 141 E 142E 143E 144E 
27N _____  -= 一一一 ・27N

。。∞八
D
D

∞J
t
D
Oト

0
0ト
J
t
D
D
U

D
O坦
》
《

C
C白

D
O的
J
R
C
D司

D
D守
}
【

C
C円

Cコ o
Cコ o
o-l σ3 

I I 
sg  
伊" '" 
水深1m)

色
町

【
J
t
O
D
【

c
o
-
-
D旧

己
的
J
，、。
肘

D
N
iJ

E
H
 

O
-
》
【
。

o 
八

0.2 

。
'p 

f， 

J・0 

子
O
L

可ム

n
M
u
p
o
a
a
τ
η
4
n
u

唱

i

n
u

n

u

n

u

n
u

26N 

25N 

， 
o 

、。

" 

f， 

f. 
26N 

25N 

24 N 

144 E 
24 N 
140 E 

ひ3

八

D
l
，‘
目
1

問
、，
zt
O

由
、
t
∞

t
J
《
坦

目

--
J
t
由

~ 由 '0

'"  ~同
I I I 
α~ L':l C、1
~ -ー
水温IOC)

マ
N
Jt
【

N

ト
N
p
t
で
伺

。
町

}
《
ト

N

同
町
》
t
C
悶

開
問

A
141E 142E 143E 

5ロ Surf::tccH~iglH Anom:lly (cm) 

15 20 25 30 

付図2-3 水温ヒス トグラム

10 

lD68444の追跡期間 10日ごとの移動経路と水深，

-89 

20 -15 .10 -30 -25 



9
M

1

A

Q
u

h

O

4
A

n
4
nu
 

'
i

nu

nu

nU

AU
 

日没 16:40

Real-Time Mesoscale Altimetry -Nov 22， 2007 
140E 141E 142E 143E 144E 
27N，. ________ .. ~~ ‘ 1 27 N 

J)11/22-12/2 (N25.4 E142.5) 

cc
∞ハ
。。
∞J
'
D
Dト

ccト
l
D
S

D
C由
35
・、
02

。己
的3ι
ロロマ

D
D
dv
J

D
D悶

D
D円
J
'
D
D
N

D
D
N》
《
口
四
戸

ロ巾
H
J
t
D
D
H

D
D
H
J
t
D
四

口
同
J

D
m

。国J
R
O
Z【

D
H
J
t
D
 

o 
八

水深(m)

2

1

8

6

4

2

0

 

1

A

A

U

A
U

n
u

n
u
 

26N 

25 N 

24 N 
144 E 

< d 

日出 5・51，

i'0 

.‘
 

， 
d 

， e 

弘 、

26N 

25N 

24N 
140 E 

'" 
A Dl

q
 

問
、，
zt
C

喧
B
EE
t
的

町
、，Egg-
、申

間
同
》

t
由

Fベ 国 崎
町~ ~ 

I I I 
α0 ・c ひ1
~ ~ ~ 

水温(OC)

マ
四
3
t
H
目

ト
目

J
t
マ
目

ロ
悶
》
《
ト
凹

問
中

tg

間
的

A

141E 142E 143E 

SC;J. Surface Hcight Anom:J.ly (cm) 

25 30 

付図2・4 水温ヒストグラム

20 

lD68444の追跡期間 11日ごとの移動経路と水深，

- 90一

15 10 5 -30 -25 -20 ぺ5 -10 



4
A
n
“
1l
oo
n
b
A
1
qr-
nu
 

l

1

0

0

0

0

 

A)7/20-7/29 (N26.0 E142.6) 

日出 4・49，日投 18:22

Real.Time Mesoscale Aliimetry . Jul 20， 2007 
'‘O E 141 e 142E 143 E 144E 145E 
31N 31N 

。。
∞〈

D
D国
3【
C
Dト

D
Cト
J
K
D
D
申

D
D由
、
〈
C
C由

ロ
口町
J
t
D
O守

D
D
マ
》
《
凸
口
問

o cコ
o cコ
ひ1 ぴ3

I I 
28  
~ '" 
水深(m)

口
出
回

J
t
C
C
H

D
C
H
J
t
D
巾

口
出
》
【

cm

D
N
}
《

C
J[

O
J門
J
t
D

o 
A 

3D" 3D" 

2

1

8

6

4

2

0

 

1

0

0

0

0

 

"圏 N

27" 

" . . . 
. ~. 

宅曽

主弘

20" 

" 
圃"I、、" ~ 

27N 

'" ハD
J
R
N

・

の
J

O

由

J
R
円

町
}
《
由

同
」[
J
《
昂

αo '" 
~ ~ 

I I 
I.Q C'-1 
~ ~ 

水温("C)

H
N
J
t

∞J【

マ
N
f

H
N

ト

N
3
t
マ伺

cm
J〈
ト
凹

問
的

p
t
C
的

同
町
八

材 苗 N

l 
141 E t42E U3E ¥4.1ε 

ScaSu f'fac.. l k・~htA""'m ;lI}(..m J

26" 

四NE-

ヮ
“
，t
no
ρ
O

A4
・
9
-
nu

t
A

n
u
n
u
n
u
nu
 

25" 
145E 

日出4・55，日没 18:20

Rea卜TimeMesoscale Aliimetry -Jul 30， 2007 
"，0 E 141 E 142E ‘3ε144 E 14SE 31" ____  ~ 叩ー ~ 31N 

とJO .25 ..初 15 .'0 -5 0 5 10 15 20 25 JO 

B)7/30-S/S (N26.2 E142.1) 

D
D
叩ハ

ロロ
∞
f
c
cト

。口ト
t
cg

C
C喧

BEEtc
g

C
C由
》
t
C
C
マ

D
O
マ
》
t
D
D的

Cコ Cコ
o 0 
'"σ3 
I I 
Cコ o
'" cコ同 国

水深(m)

D

2
J

C
C
H
 

D
O同
j
t
白
山

口
出

3
f
D
N

口
問

J

C
H

D
H
J
t
D
 

o 
A 

2

i

8

6

4

2

0

 

I

0

0

0

0
 

20" 

28" 

27" 

2!l" 

28" 

27" 

m 
p、D

J

m
a
 

問
、，

to

坦

J
的

自

J
由

N
H
J
R
E
 

の
H
J

S

)

℃
 
(
 
且

∞H
J

宮
山
川

刊

N
J
，、
国
!【

マ
m
J
t
-{町
山

ト

N
J
t
マ
凹

己
的
》
【
ト

N

目
的

J

D
m

的
内
八

26" 26N 

百 N'j 

¥"OE 
25N 
，"ε 

30N 

Real. Time Mesoscale Aliimetry -Aug 9， 2007 
". E 141 E 142ε 143E 144 E 145E 
31N 3tN 

30" 

C)S/9-S/lS (N27.0 E141.9) 

日没 18:15

141E ・2E 143E 144ε 

Sc:r. Surfxr: 11<:11hl "nom:d:r 1，..0) 

'. 唱。ー

日出 5:00，

0.8 

0.6 

0.4 

29" 

団 N

27" 

同.

" 

J
J
t?
 

29N 

国 N

27N 

0.2 
" 

'" 八D
J

N
 

的

J

D

由
J
，、
円

E1
申

N
-
J
t由

市
」【
J
R
N
H

、J℃ 且

∞H
J

宮
山
川

同

N
J
t曲
』【

マ
N
3
t
H
N

h
N
J
t
甲
町

。閃}
t
ト
凹

問
問
、

tg

同
町
八

26" 

鴻

S 

141 E 142E 143 E ¥"4 E 

!kaSurfacて Ildi!luAnon¥;llylclI1) 

26N 

25N 
14SE 

25N 

'''OE 

之訓o .25 .20 .15 .¥0 .5 0 5 10 IS 20 2S 30 

付図3・1 71<温ヒストグラムID6844Sの追跡期間 10日ごとの移動経路と水深，

-91一



2

1

8

6

4

2

0

 

1

0

0

0

0

 

D)S/19-S/30 (N30.1 E141.7) 

司eal-TimeMesoscale Altimetry -Aug 19， 2007 
'40E 141E 142E  143E  144E  145E 
32N ~ 、 32 N

日&18・11日出 5:02，

D
D田
八

D
D

∞J
D

R

 

ccト
J

D

S

C
C由
、，，

og

。
。
由
》
【

0
0
マ

0
0
7
0
0悶

Cコ Cコ
Cコ Cコ。1 ぴ3

I I 
2 8 
采深(Ci'J

己
申

H1
0
2

D
D
H
2
1
0
由

口
出

J

D
N

口
問
》
E
D
H

D
H
J
t
D
 

o 
A 

2

1

8

6

4

2

0

 

'A

n

u

n

u

n

U

A

U
 

30 N 

27 N 

2. N 

2. N 

30N 

29N 

27N 

28N 

ふ3

八

問
、

t
o

由
、
t
円

岳
町、，z
，、
申

間
同
》
t

∞

。o "" 
~ ~ 

I I 
由自
~ ~ 

水温("C)

阿
国

J
，、国
H

マ
目

t
H目

ト

N
J
t
守
凹

D
m
J
ト
N

目
的
》

t
口同

間
的
八

2. N 26N 

O

J
t
、N

25 N 
145 E 

却5
 
2
 

E

1
1
0
 

)

:

2
 

4

n

:
 

4

・:

ド

k
-
田
市

Y
二
u
-
F
O
 

E

n
-
-
s
 

沼

同

一

戸

5

ド

A
-
司
h
;
 

S
『

圃

46
0

E

K

-
-
h
 

A
H
U
-
-
1
 

1
M
-
-
o
 

f
;
'
 

r:
e
 

h
一

』

5

E

2

-
『

ペ

ー

C
E

4
s
--
o
 

'

z
 

5
 
2
 
0
 
3
 

25N 
140 E 

水温ヒストグラムID68445の追跡期間 12日ごとの移動経路と水深，

-92一

付図3-2



富oE
J
ooh 

ooh
lt
c
。。

oe
。t
ocm

coUJt
o
o
-一

。。守J
e
o司

。。のt
。ON

水深(m)

。。
NE
E
-

cc
-br
eo-

。呈
2
0
白

OAwto
N
 

m
t宮

2 
0 

O 
A 

ワ
M

'i

n6

h
hv

a
q
q
L
A
υ

τ
ι
n
u
n
υ
n
u
n
u
 

-

n6

内

hV

4-1

nre

ハU

n
u
n
u

nu

nu
 

A)4/14-4/23 (N26.3 E141.4) 

ReaトTimeMesoscale AI1ime1ry -Apr 14， 2008 
141E 144E 147E 150E 153E 156E 159E 

33N 

27N 

30N 

日没 17:57日出5:12，

33N 

30N 

27N 

四

八。t削
!

同

1
0

@
J
円
。t
。

N
H
J
ー‘。

吋 "' ・0
0> -【

I I I 
∞ I~ N 

水温("C)

マ
N
J‘
戸
別

h
N
J

Z

 

。
円

J
R

門
的

J
。
円

門
的
〈

24 N 

159 E 144E 147E 150E 153E 156E 

Sca SurfJcc Hcighl Anonl:.1ly (cm) 

141 E 

24 N 

30 25 20 15 10 5 ー1015 20 25 -30 

0.8 

0.6 

B)4/24-5/3 (N25.5 E141.3) 

日没 18:02日出 5・04，

富Ea
t
s
ト

。。ト
，‘0
0
0

言

喜

安
活
t

。。“

。。帽J
0
0
の

言言 言

自告自
水深(m)

co
-
，t。
悶

。川町、，O
制

CN
lt
o
-

。-Ji
。

官

0.4 

0.2 

0.4 

。

0.8 

0.6 

Real-Time Mesoscale AI1ime1ry -Apr 24，2008 
141 E 144E 147E 150E 153E 156E 159E 

33N 

27N 

33N 

30N 

27 N 

0.2 

。
24 N 24 N 

N 

A 0
1
目
。

司

1
0
@tの。J
。

制
【

t
。

【 ∞ '0o. _【
I I I 
∞回目

水i且("C)

マ
刷

1
【
制

ト

m
t
z

。
円

J
R

2
1
0問

詰
八

159 E 144E 147E 150E 153E 156E 

Sea Surf~lCc Hcight Anomaly (cm) 

141 E 

喜。。
∞t
E
h

o
s
t
g
白

cab
-
。。守

。霊
t
宮
内

署 員

自自
水深(m)

o
d
-
2
0
0
-

E
-p
宮

E

t
eN 

。即日B
句。-

0 

1 
0 

O 
A 

0.8 

0.6 

0.2 

。

句

t

o
o
FO

川
ー

の

b
n
u

n
u

nu

nU

A

U

 

0.4 

33N 

30N 

27 N 

Real-Time Mesoscale Altime1ry -May 4， 2008 
141E 144E 147E 150E 153E 156E 159E 

25 20 

C)5/4-5/13 (N24.9 E142.3) 

日/:1:¥4:53， 

15 10 

日没 18:02

5 ー1015 

33 N 

30 N 

27 N 

国

，、。t目
的

t
o

句
、

f
m

a
t

。

閣の刷

I I I 
田 制。

水i且("C)

開
BEEt

∞

z
t
R
 

ト
凹

s
f
で
肘

。
一円

t
R

門
司
、
t
o円

m
m
A
 

24 N 

159 E 144E 147E I50E 153E 156E 

Sea Surfacc Height Anom;:lIy (cm) 

141 E 

24N 

30 

付図4・1 水温ヒストグラム

25 

ID79121の追跡期間10日ごとの移動経路と水深，

-93一

20 15 10 -5 10 15 20 -30 -25 



.15-21 

・9-15
~昌一・21-3

0.8 

0.6 

D)5/14-5/23 (N25.3 E145.3) 

日没 17:56日出 4:34，

0.4 Rea卜TimeMesoscale Altimetry -May 14， 2008 
141 E 144E 147E 150E 153E 156E 159E 

富

1
1
1
1J
m
A
 

S
T
O
R
 

1 . 
| ・ 円 ・I5'釘

• 11 ・9-15
I ロ ~-9

一回口
ト 守 H ∞回目。。門《

官 ;;;;;i;;444L
水温("C)

。。ド
1
0
S

0
2
2
E
白

O
B
t
。。守

。。
守t
o
s

言言言
主主主
水深(皿)

s
t
o制
。Nl'
o
m
L 

O 
A 

0.2 

4

9白

l

oo
n
U
4

n
副

O
U

τム

唱
i

nU
AHv
nυ
nU

33 N 

27N 

30N 

33 N 

30N 

27N 

24 N 24 N 

159 E 144E 147E 150E 153E 156E 

Se~ Surf~cc Hcight Anomaly (cm) 

141 E 

30 

日出4:13，

0.8 

0.6 

0.4 

25 20 

E)5/24-6/2 (N25.4 E149.4) 

15 10 

日rj:t17:45 

5 15 -10 -30 

富

l
l
lJ

T

 

o
st
coh 

| 円
| 11 ・15-21
| 11 ・915
l園 田 同 門 ~-Q

」→ー-，-11・ ー ・回 日 一 面

~ ~ g ~呂呂雪 ~ ~ ~ ~ ~ 0 
^ l 1 1 1 1 1 1 1 cb 品占 1
ロトマ同∞の'" '" '" 伺'" ，、C-I - - ~ 

水温("C)

。R
t
o
E

ooo
t
。。。

。。
?
。。守

。。マ
t
o
E

言皇

自主
水T栗(m)

。同H2
0
0
4

。。
-t
E

日
t
宮4 

官

0.2 

4
・
n，“
，i
a
u
に

U
A吐

nL
nυ

1

1

0

0

0

0
 

Real-Time Mesoscale Altimetry -May 24， 2008 
141E 144E 147E 1田 E 15JE 156E 159E 

卒、…ー一
33 N 

27 N 

30N 

33N 

30N 

27N 

~ 24 N 

159 E 144E 147E 150E 153E 156E 

SC;J. Surf:1cc Hcight Anom:1ly (cm) 

141 E 

24N 

30 

日出 3:55，

0.8 

0.6 

25 20 

F)6/3-6/12 (N27.1 E152.4) 

15 10 

日J長:17:41 

ー510 15 25 -30 

富smatgド

.9-15 

ロ3-9
盲雪下

E
h
t
。。@

cc
mw
f。宕

00凶
t
。。回一

。。
マt
o胃

g g 

:s g 
水深(m)

。
凶

-t
o
o
-

。。-
J
i
o
o

。mwt
宮

。【seo
官

0.4 

0.2 

2

1

0
0
nO

4

2

0
 

'A

nu

nU

AU

nυ
 

Rea卜TimeMesoscale Altimetry -Jun 3， 2008 
141 E 144E 147E 150E 153E 156E 159E 

33 N 

30N 

27N 

33 N 

24N 

30N 

27N 

N 

A 。t
N

円

1
0
。J
閃

01

。

間

HJam

【 ∞ 目

別 - -

I I I 
∞ '0 '" 

水温("C)

z
l
H
m
 

ト
刷
』
‘
司可
制

。の
t
お

何
回

t
o
m

円
円
《

159 E 144E 147E 150E 153E 156E 

Sca Surfacc Hcight Anomaly (cm) 

141 E 

30 

付図4・2 水温ヒストグラム

25 

ID79121の追跡期間10日ごとの移動経路と水深，

94-

20 15 10 -5 .15 -10 
.----------， 

-30 -25 -20 



~ ト昨?
二二I云王s=u卜2-

T 富。。句
t
oqt

呂
ωt
E
的

000
t
o
胃

ロロマ
』
'o
o
n

宣言言

自自自
水深(m)

富山
F
自

。同t
o
m

z
t宮
t 
o 

0.8 

0.4 

0.2 

Q
U
Q
U
A
U
T
9-
1
A
O
O
C
U
A
M
-
9
-
n
u
 

唱
よ

τ
A
噌

i
1
A
n
u
n
u
n
u
n
u

0.6 

33 N 

30 N 

27 N 

Rea卜TimeMesoscale Altimetry -Jun 13， 2008 
141 E 144E 147E 1切 E 153E 156E 159E 

a::.I'I，I(" ..... :::;;.，;;/-' ....~' -:~~~ー ハ 昼 、 …一

日r9:17:36 

G)6/13-6/22 (N30.0 E156.3) 

日出 3:33，

30 N 

27N 

33 N 

24 N 

159 E 144E 147E 150E 153E 156E 

Sca Surfocc Hciglll AnomJ.ly (cm) 

141 E 

24 N 

6
4
2
1
8
6
4
2
0
 

1

l

l

o

o

n

u
o
 

30 25 

Rea卜TimeMesoscale Altimetry -Jun 23， 2008 
141E 144E 147E 1回 E 153E 156E 159E 

20 

H)6/23-7/2 (N33.2 E158.9) 

日出 3:16，

15 10 

日r9:17:37 

5 10 -15 -20 

富。畠
t
。。h

。ohF
P

。60

s
o
t
E
O
 

S
?zg守

。。曲
一t
g
m

E
円

J
E
m

水7栗(rn)

皇
制
t
。E

。の-
b
t

。。-

。。-
，。白
。d
t
o即日
L t 

a 

o 
e、

4
-
n
L
'
i

no
ρ
0
ι
q
o
，w
A
U
 

1
&

1

a

n

u
n
u
n
υ
n
u
 

33 N 

30 N 

27 N 

33 N 

30N 

l 

27 N 

24 N 24N 

159 E 144E 147E 1切 E 153E 156E 

SC;t Surfacc He唱hlAnomoly (cm) 

141 E 

開

八。P
、N
'

円

3
4
0
。t円。t∞

N-
l

。

出

7555‘N
【口(
 

∞
7
gem-
混水

【
凹

t
雪

マ
凹
B

，、
【目

ト
制
》
4

マN

。?
，、お

門
的

J
2

の
円
八

30 

付図4-3 7)< y，'utヒストグラム

25 

ID79121の追跡期間 10日ごとの移動経路と水深，

-95-

20 15 10 今515 -10 



1.4 
1.2 -1一一_.aも』品

0.8 ←ー....LJ..lニ
0.6 ~ の 1

0.4 

0;市寸 I__!'_門町『平T旦 T且-.-IlIi

T253282888888  8 8 
I I I ~ ~目的守目白 ト ∞由。 o o I I I I I I I I I バ
同剖 2 8Z 言語号室 g言

水深(回d

A)6/17-6/26 (N26.9 E142.7) 

日i交18・25日出 4:35，

Real-Time Mesoscale Allimetry -Jun t 7， 2008 
，40E '42E 判 E 146E 喝.田E

l
l
lJmA 

D

J
R
問
。

z
z一?
的

1
0

」正じIl
水温("C)

ワ】

t
L
Q
O
ρ
U
4
り
白

ou

t
i
n
u
n
u
n
u
n
u
 

32N 

6

4

2

1

8

6

4

2

0

 

噌

i
噌

よ

唱

A
n
u
n
u
nU
ハ
U

D
D
∞
八

D
D由
J
t
D
Dト

ロロト
J
t
D
己
申

。。坦
》《
C
C由

。。由
J
'
D
ロマ

。ロマ
》《
口
C
的

o 0 
o 0 
'" 0。
I I 
o 0 
'" cコ
采深(m"l

。由同
J
‘D
0
4
[

C
C
H
J
D由

。由
J
'
白
剖

。
肘
》t
D
戸

-
H
J
R
O
 

o 
ハ

，..N 

A吐
ヮ
“
τL
e
o
n
U
4・。白

nu

句ム

τム

n
u
n
u
n
υ
A
U

:lON 

四 N

'. 
J 
， 
' 

142E 144E '''6E 14dE 

x"Surf""c 1tC'lgh. ，\n"， n~I)' (c I11 ) 

、‘寸¥、

32N 

四 N

昂 N

'50' 

10 15 20 25 30 

Real-Time Mesoscale Altimetry -Jun 27，2008 
140E ‘2E ，ue ‘5. ‘dE 150E 

B)6/27-7/6 (N28.0 E143.4) 

日淡:18:26 

一国回目 15 .'0 -5 0 

日出4:32，

i

a
 

、
比
・
，-v

rγ 

32N 

20N 

JON 

'" 
A D

l
中

的
、，f

。

由

J
円

由
、，，、由

目

H
3
〈
由

的

H
J
t
N
H

国
同
》
t
由
同

H
N
3
t間
同

マ
凹
J
《

H
N

ト
凹
】
，、
-v
N

口
町
3
t
ト
目

円
町
、，，
t
己
的

円
四
八

26N 

'50' 142E 144E U6E 148E 

Sc" S川 町、tlldghlA田 mal}'仙川

ztヨ
ー ，】 ι園 田圃「早← J

525 5 55 
I I I I I ^ 
言号室 SE 

水温("C)

，--，. 

Cコ Cコ Cコ
Lt:l 0 Cコ
~ cト1 σ3

I I I 000  
口 .Q 0 
r-1 .-l "1 
水深(m)

;; -
T2R  S 8 
02R4  

S 10 ，S 曲目 3030 百四一15 -10 -5 0 

C)7/7-7/16 (N28.7 E145_3) 

日i9:18:20 i:11:l:¥ 4:26， 

Real-Time Mesoscale Altimetry -Jul 7， 2008 
140E ，42E I4.4E 146E 14&E 日，.

、.
羽附

?曲E'42E ，44E ，<l.6E ‘a. 
X:I Su.fx.: Ikigh' Al1Om..ly ("n.， 

'、

-・

. -. . . 

"N 

付図5・1 7l<温ヒストグラム

10 15 20 25 30 

ID79122の追跡期間 10日ごとの移動経路と水深，

- 96一

'5 .10 .5 0 30 -25ε。



ーロ巴.~ I 

書き言言書

~. ~ ~ :ニ引i

i ; 1 ・ ~-lfi

0.8 ~ . n 
0.6 4一一一寸トー-=μι
0.4 4一一寸ト一一一一 一

03国 7ti-- .-
安吉宗 282g き

ム占占;;:;
水深(m)

D)7/17-7/26 (N29.5 E146.4) 

|l日~
と~仁主云~， - ， ，. 

nO

4

9
】

i

o
O
F
0
4
9】

n
u

l
-
-
0
0
0
0
 

32N 

2BN 

日 1~ 18:15 日出 4:25，

岨

.. 
a

e

 
，
 
，
 

身

28N 1，.. IQ 

掴 N

E曲 ε142E 144 E ‘6E 148E 

Sc;， ~ 

140E 

10 IS 回目抽

日出 4:30， 日一
山一山

ヮ
“
，
A

n
6
co
d
-

。，h
n
U

τA

n

u

n

u

n

u

n

U

 

E)7/27-S/5 (N30.0 E146.3) 

日 1~ 18:11 

30 -2S -20 _.5 _10 -S 。

D
D国
八

。。∞
》〈
D
Cト

D
Dト
}
‘

C
C巴

c
o
u
p
e
-
D由

D
D由
、，
t
D
D
マ

c
c
-M
y
t
-
-的

Cコ Cコ
Cコ Cコ

'" '" I I 
Cコ Cコ
'" 0 

*深(~

白
山

H
J
t
D
E戸

。。戸
}《
D
由

口
四

3
4
0
目

c
m
Jt
D
戸

D
H
J
t
D
 

o 
〈

n ・ ム.rL.l I 
1 IE ・9-15 1 

』ヲ1 比芹ゴ同
1 J I ・・ 1 1 1 - ・・岡田O..iI=・・ LJ 1 

。っ σ， cコ t、 て， ~ α0 ・" c、a σ3 にO ぴコ 戸、 c、3

宍 771 I I T T T ~ム b I ̂  
ロ トマ H 回目白 σ， N 同 N ~ N _ _ _ 

水温('C)

n
b
A吋
ワ

ゐ

1
&
o
o
nhV
A
q
n
4
nU

1
i
11
胃

ι

A

U
n
u
nu
n
u

:J2N 

2BN 

26N 

ReaトTimeMesoscale Altimetry -Jul 27， 2008 
1・0ε142E 144E 146E ，48E ，SO( 

10 IS 四 25 ，. 

F)S/6-S/15 (N29.S E145.S) 
0.8 

0.6 

0.4 

.30 -25 .20 .'5 .'0 .5 0 

ロ
ロ
∞
八

。。
∞J
D
Dト

ロロ
ト
J
t
D
D
由

D
O
T
E
-
由

。口
出
J
R
O
O
マ

占会吉
水深(m)

ロ
由

H
y
t
D
D
H

ロロ
H
J，、
。
由

己
的

J
R
D
N

c
m
J
t
O
H
 

D
J【
》

fo

Cコ
ハ

0.2 

。34N 

32N 

1
・
a

u

α

υ

4
・
n
d

nυ

nU

ハ
U

nu

n
u

28N 

26N 

"副0'140E 

"'， 
A 

o
i

N
 

問
、

f
D

申

J
t悶

由

J
由

四
円

J
、
申

α， ~コ
【~

I I 
'" '"週戸同

水温('C)

同
町

J
t

∞2【

マ
凹
》
《

【
凹

ト
凹
}
，
、
-v
N

己
的
}
《
ト

N

円
円
』
〈
白
円

司
円
八

15 20 25 30 

水温ヒス トグラムID79122の追跡期間 10日ごとの移動経路と水深，

-97一

付因子2



ij1 .手l n

:;Eι 丙回 一 一 ー = 日s
T:ii?????????F 

同 N S 吉弘(3g号室 SE

G)8/16-8/25 (N29.9 E145.4) 

1=119: 17:58 日比¥4:46， 

"'N 

。

o
co
s
q。
，
&
可
よ

nmUFO
S
U
T
9
x
u

'
E
El
-
-
tL

n
u
n
u
n
u
n
u
 

-
a 

a ， 

、'‘
.. 恥

〆"

32N 

30N 

26N 

1国 εld.2E 144E Id8E 148E 

s.，，， Surf:w;elk・I1hl，¥nml1al)lecml

. ~ . ~ ] 圃 li:r ~l
. ~ J ・9'15 門 |

o ~ ~ ~.~ ~一一一一|
0.6 ~一一一一一且r ・ a-，..， l[-j ド一一一一」
0.4 ~一一一---t ト一一一-l トーーーー一一一一l
0.2 -f-→ート--.-r-寸:一 ー -
l，...， u :..:u 圃 =ー = =c::::::l.. 1 o ~と? ー...__..__..ー ー哩

安吉宗 5282888888 8 8 
I I I -;'回目的守山田ト由 "?

o o o I I I I I I I I I 八

戸国 SEE5言号室言言
水深(m)

水温('C)

10 15 四 25 却

H)8/26-9/4 (N30.0 E145.2) 

日19:17:48 日出 4:52，

之副o .25 .20 .15 ぺ0

Real-Time Mesoscale Allimetry -Aug 26， 2008 
T40E 'ol2E 144E '46E 148E 150E 

担 N"'N 

1.6 .-一一一一一一一一ι
1.4 1-
1.2 I 
1 I 

0.8 I 

0.6 トーー一一一一--1"唱一一一一---
0.4 ト一一一一寸ト一一→・
0.2 ト一一一一---L~子--H

o I ・ーーヘ
σコ M 0 l'、電， ~ 。。 ぴコ σコ ふ'" cト3^ I I I I I 
o トマ H ∞
円C¥1 "1 C¥l ...... 

32N 

30N 

28N 

含6N

-1
，ノ
t

h

e

 

e
 

/ 

32N 

却 N

26N 

0.8 

0.6 

1却 E

1)9/5-9/14 (N29.3 E144.9) 

日出 4:59，

142E “E 146E l4df 

Sc:. Surf:lC~ Hdghl ，¥nmn.aJ>" (cm) 

日19:17:37 

，"OE 

.. 0.4 

| ・ 口 … 1・ 同則一15 I 
• I I u ö .~ 

ll----I・園 田町IHl ・"1-" I 
容認 g おおお~ ~ ~ l r 7 ~ A ^ I I I I I I I I 由問。 1
ロトマ【 ∞ 田 '"σ3 目

σ， '" ひ'"門 戸< ~ 

水温('C)

口
口
∞
八

ロロ∞
J
t
E
Cト

D
Dト
P
《

E
C由

ロロ由
J
t
D

S

D
D凹
》

t
C
C寸

D
D司
V
J
‘C
C悶

o 0 
o cコ
目的

I I 
Cコ Cコ
凹 D

M '" 

水深(m)

己
的
J
【

3tc
c
-
【

C
D
H
J
R
O
由

。
出
J
《
口
町

O
N》
t
D
H

D
H
Jt
D
 

o 
八

0.2 

2

1

8

6

4

2

0

 

1

0

0

0

0

 26N 

Real-Time Mesoscale Altimetry -Sep 5， 2008 
140E 142E ，44E 146E 14dE 150E 

""N 

32N 

30N 

28N 

幡、.
'う ..
白aιιム~ーーー

E 144E 146E 14dE 

St:.aSunace B<.'ighl ，¥nonmly(clI吋

26N 

"副OE

10 15 20 25 30 

付図5-3 水温ヒス トグラムID79122の追跡期間 10日ごとの移動経路と水深，

98 

30 .25 .20 .15 .10 .5 



J)9115-9/24 (N28.5 E144.4) 

日&17:27 

ep 15，芝田E
'48' 田 E

""N 

日出 5:07，

人? 
円
》

t
O

T 

水深(m)

。門
，‘
h
N

? ∞ ωN  

! ! ! 
"' N '" 

71<1忌("C)

? T 
九い

N
y
t寸
N

• 15-21 

・9-15
ロ3-9

・21-3

門柄引
y
‘。門

門
的
〈

o
u
a
U
組
匂
勾
，

ι
吋

I
n
c
a
u
λ
u
v
内

4
n
u

''
咽'唱
'
'
'
n
u
n
u
n
u
n
u

32N 

30N 

2'N 

含6N

、.

142 E 144 E 146 E 岨 E

&:1 5urf:、ccBeigbl Anun¥llly (c・2リ

32N 

30N 

'国 E，"". 

K)9/25-10/4 (N30.1 E143.6) 

園長
o cコ Cコ o 0 
〈コ Cコ Cコ Cコ Cコ""にo .、 00 00 

I I I I ^ 
8 8 8 8 
マ 由 也ト

r-ーーー"T

o 0 cコ
Cコ Cコ Cコ
"" 0。マ
I I I 
o 0 Cコ
"" 0 0 
F司 目 的

水深(m)

。:1. 川 15

~: j ・ ロ3'9
~~ j・-.• 。| 園 開園 間

HN28  

日出 5:15，日没 17:18

ReaトTimeMesoscale Altimetry -Sep 25‘2008 
140E ，.<I2E 144E 146E 146E I50E 

• 15-21 

・9-15
ロ3-9・21-3

N 

人T ? ∞"' N 
! ! ! 
"' N 。
水 51ffi.(OC)

? T T 
円

m
y
t
o
m

百
/、

26N 

2

1

B

6

4

2

0

 

11

n
u
n
u
A
u
n
υ
 

32N 

30N 

2'N 
， 
e、

32N 

30N 

2・N

' 勺

142 E 14，1 E 146 E 148 E 

X3  Surfa..-c HCIJ;hl i\"<>rna l ~ (cnリ

言 言告書室

8 8 88  

.15.21 

・9'15
旦牛且

且ヱιa

F 国』戸届邑司 ，.......司』ーマ

o 0 0 
o 0 0 
"" 円 マ

I I I 
Cコ o 0 
1.0 0 0 
H 目 的

水深(m)

。ゆ
4
J

C
C

D
D
H
J

，、口由

。出
J

D
N

i:L 
44 

，.. . 

却

一
一
、、，，r

目
一

円

。

四
一
位
-
1i
 

S
目，一
E

時
一
円
ペ
リ

一

円

ム

5
一

円

。

。一
N
-
Jt

、

る
一戸。
-
1
i
 

一，，，，

O
F
 

i

nu 

-
-
i
 

s
-

-

'
E
i
 

-一Fh
u

剖
一
印

一
寸
よ

福
一
、B
ノ

2

一
L
。
一
d

一

日出 5:27，日没 17:10

Real-Time Mesoscale Altimetry' Oct 5， 2008 
I40E 142E I44E ・46E 14dE 150ε 

• 15-21 

・9-15
口 3-9

・21-3

4

2

1

8

6

4

2

0

 

1

1

0

0

0

0

 

32N 

30N 

20N 

26N 

32N 

2sN 

26N 

N 

人? T T N
-

、，‘町

、，C
 
。

凶

7
2
副zd 
レハ

∞
-
I
E
『ノ

-W
Ba

∞-

? 
門
的
八

， ・。

一142E 144E 14GE I48E 

s...-.. Surfan" 1I.，'Shl ，.'nolllalr (CI1・〉

15 20 2S 30 

イ寸図5-4 7l<iJ昆ヒストグラム回79122 の追跡期間 10 ~ 11日ごとの移動経路と水深，

- 99-

15 .10 .5 30 -25 .20 



.15-21 

・9-15
ロ3-9

・21-3

0.8 

0.6 

0.4 

A)8/22-911 (N25.0 E142.1) 

日没 18:00日比.¥5:07， 

。。トハ
。。ト
1
。E

O
S
J
O
o
e
 

。s
t
o
沼

。E
J。。由

o
o
pt
。凶マ会主

水深(田)

。。の
t
o
o
N

。凶
N
J
。O
N

。。
N
t
o
O【

。。四
1
。の

。ゅ

J
O

o 
v 

0.2 

d 

.15'21 

・9-15
口3-9

・21-3

0_8 

0_6 

0.4 

0.2 

25N 

28N 

27N 

26N 

25N 

24 N 
4・24N 

N 

V ∞p
t目

a
J
，、∞

。【l
m

ニ
J
2

目

F
J
t
同

一

崎 町--I I 
円四

水温("C)

。目
、，，ゐ
-

z
t
o
N
 

ト
凹

B
Z守
山
肌

。円
t
h
N

問
的

t
o
m

円

mNA

、.
‘・，.
141 E 142E 143E 144E 

Sca Surfacc Hcighl Anom.lly (Cm) 

23N 
145E 

. 
‘ 

一一一一τ-30 -25 回 15-10 -5 0 5 10 15 20 25 30 

付図 6・1 水温ヒストグラムID85234の追跡期間 10日ごとの移動経路と水深，

- 100一



.15-21 

・9-15
ロ3-9

・21・3

8
6
4
2
1
8
6
4
2
0
 

1

1

i

l

o

o

o

o

 

A)11/17-11126 (N26.1 E142.2) 

日出 5:51，日没 16:41

。。ト
A

。。ト
J
o
s

。坦
J
。。。

。E
t
o
E

。mo
J
OS

。。の
J

。悶
マ

害警 S
I I I 

E 言号
水深(m)

O
Z
J
OON 

呂田
J
0
2

仁1二 j:t u
仁二も卜量ー m.._ 0;;0 = ~ ~ I I I 

6
4
2
1
8
6
4
2
0
 

1

1

1

0

0

0

0

 

Real-Time Mesoscale Altimetry -Nov 17， 2008 
は2E 135E 138E 141E 144E 147E 回 E

o
o
-
-
s
 

。の
J

。

。、，3JN 33N 

30N 

147E 日5E 136E 141E 144E 

SeaSurfacι HelぷhlAnomal) (cm) 

132 E 

30N 

24N 

27N 

.15・21

.9守15

ロ3'9

.21-3 

E -口圃回一 一一・ E

6

4

2

1

8

6

4

2

0
 

1

1

1

0

0

0

0

 

B)11/27-12/6 (N24.7 E142.2) 

日出 5:55， 1=1没 16:42

Real-Time Mesoscale Altim巴try-Nov 27， 2008 
日2E 135E 1:謁 E 141 E 1“E ¥47 E 曲 E

。。トハ

l
 
N

V

 

1-一ーーーーーーー__，.，ーーーーー ・15-21
「ーーー一一ーーー-， .-・9-15

l ロ3.9

トーー一一ーーー-1トー一一 ・21-3
l ...J ... 

l - - ーー
的円。トマ
の門 的制 N

^ I I I I 
雪 E; 呂田

。。ト
1
0
2

。的。
t
c
g

000
t
o
E
 

。問
的J
宮
崎

。。の
J
0
2

富吉
ママ

I I 
:5 g 
円で

水深(m)

。。円
J
S目

。R
1
00N

。。剖
t
c
o【

。O
H
t
o
m

。c
t
c

o 
v 

2
8
6
1
2
1
8
6
4
2

0

 

1
1
1
1
0
0
0
0
 

3JN 

30N 

33N 

却 N

27 N 

一
∞
J
凹
I

一
O
J
∞

一
2
t
。

圃
圃

=
J
空

間
圃

2
J
=

--.--
回開

I I 
何回

水温("C)

om
J
m
 

ld7 E E担 E
24N 

.15-21 

・9-15
ロ3'9

・21-3

0.8 C)12/7-12/16(N25.3 E142.7) 
0.6 

日出 6:01，1=1没 16:39
0.'1 

Real-Time Mesoscale Altimetry -Dec 7，2008 
1詔 E t3SE 潤 E '''' E 144E 147E 血 E

。。
ιF
A

。。ト
t
o
問。

o
g
J
E
C
 

。。。
t
s
m

。2
t
o
E

com
t
E
マ

会主
水深(m)

。。
一のt
cお

。の
N
I
。。凹

。。即日
t
oo-

。。
-
J
Om

。の
J
O

守

0.2 

33N 

加 N

27N 

33N 

30N 

27N 

-15-21 

・9-15
ロ3'9

・21-3

0.8 

0.6 
132ε 

24N 

0.'1 

N 

V ∞f
q
 

mt
∞
 

。【J
ふ。

目

M
J
Z
【

珂

円

【

J
N【

凶
【

B
Z
の戸

。凹
》Zの
【

マ凹
J
'
O
N

hv
目

st
マ凹

o
m
J
R
 

2
1
2
 

問的ハ

0.2 

水温("C)

*~且ヒ ス ト グラム1085235の追跡期間 10日ごとの移動経路と水深

- 101-

付図7-1



ωト-1--::;5 ||一 寸

| ・ |門 寸

| ・・ I I I I 

何回目 i;;;;;;守13N 

日i9:16:36 

Real-Time Mesoscale Altimetry -Dec 17，2008 
132E 13SE 138E 141 E '4-4E 147E 1国 E

D)12/17-12/26 (N25.8 E143.4) 

日出 6:06，

担 N

2

1

8

6

4

2

0

 

唱

A

n
u
n
υ
nu

n
u

30N 

27 N 

一'o -
135E I珂 E 川 E 144 E 

SC!l SUrf3回 IIcI&lnAnom::aly (cm) 

30N 

27N 

0' 
V ∞

tN1 

at
∞
 

。7
5'ふ

目

H
J
HH

円

H
J
凹
-

出

H
J

E

ON
1
2
 

マ
m
l
cN

h
N
J

Z

 

。同
J
R

2
t
g
 

的
内
ハ

2' N 
I50E 132 E 

2'N 

-
一
-
一
一
-
一

00
トA

一
一
圃一
一
。
。
ト
J
O
S

-
-一

回一
・・・園

。S
1
8
0

・・
0
0
0
J
R
O

問。

・
0
2
t宮
崎

1 ~ 里 . 15.21

1 ・・ ・9-15
0.8 1-亘閉 口日

0.6 十一一一rr--JEt--一一 .21-3
0.4 ←ーー→ ト-.. ト一一一一
0.2 i一一一一一与....r-一・・←一一一一一一ーー。I - - - 塑哩 ~ =も = 

号室言自 書き言語
占 I I I I I I I 
g :5 :5 g g g 自

ー・、

. 

t
o-

水温("c)

E)12/27-1/5 (N26.1 E143.8) 

日淡:16:41 日出 6:10，

水深(m)

.15-21 

・9-15
ロ3-9

・21-3

2
2
8
6
4
2
1
8
6
4
2
0
 

2

i
l
l
-

0
0
0
0
 

Real-Time Mesoscale Altimetry -Dec 27， 2008 
132E lJ5E I38E 141E I“E 147E I田 E

3:JN 13N 

30N 

27N 

t47E 135E 1担 ε 141E '44 E 

Sca Surfacc: IIc目前IAnomaly (0叫

132 E 

却 N

27N 

2'N 

刷

、a∞
t凹。J∞

。同
1
0

-

【

B'
O
同

NH
34
HH 

円

-
J
t
N
-

出

-t
吉

。
刷

i
E

マ
N
J
O
N

ト

N
I
Z

。
め

I
R

門
的
J
R
O
円

円
円
八

. 、

水ill('C)

担 N

I :に1 I 1 
1.1・.二 一ー.1 I 

日J長:16:47 

Real-Time Mesoscale Altimetry -Jan 6， 2009 
132E 135E 138E 川 E 1・4E 147E 1印 E

13N 

F)1/6-1!15(N26.4 E143.7) 

日出 6・14，

.15-21 

皿9-15

ロ3.9
・21-3

0.6 

0.4 

0.2 

30N 

27N 

24 N 
3田 E147 E 135E I38E 141E 144E 

Sc.::a Surfacc I-h:ight A同"':11)'(cm) 

132 E 

30N 

27N 

2' N 

四

V ∞
t
N
 

mt
∞
 

。【J
，。

NH
J
=
 

2
1
2
 

。【
J
2

。凹
t

E

Z
J
O
N
 

ト

N
J
t守
目

。円
J
R

円
円

J
2

内
的

A t
O
H
 

水温("c)

7.1<.1.且ヒストグラムID85235の追跡期間 10日ごとの移動経路と水深，

102一

付図7・2



.15-21 

・9-15
ロ3-9
・21-3

4

2

1

8

6

4

2

0

 

1

1

0

0

0

0

 

G)1/16-1/25 (N26.3 E143.3) 

日i9:16:57 日出 6:15.

。。ト
《

。。ト
t
C目。

。S
J
O
O
@

。。。
1
0
2

。的回
J

‘。。国

。。同
J
O
m守

E 

主主
水深(m)

。
。
円
J
R
O

の目

。的肘
t
oom

。。目
t
oo-

。。
7
0
0

om
t
。

。
v 33" 33N 

.15-21 

・9-15
ロ3-9

・21-3

目-.-陶・同園

2
2
8
6
4
2
1
8
6
4
2
0
 

2
1
1
1
1
0
0
0
0
 

初 N

27N 

U7E IJ5E I38E 川 IE loUE 

x3Swfx，官 l!riShlAnom;r，l，.tC'ml 
132 E 

初 N

27N 

2'N 

開

V ∞J
N
 

m
l
∞
 

。【
t
a
L 

N-
t
=
 

円

-t
m戸

の【
J

‘閃【
。凹
J
虫

z
t
o目

R
J
Z
 

。
円

J
R

E
t
o円

内

mUA

EH 
gg 言書
I I I ハ。。。
12SS  

11・一一
水温('C)

H)1/26-2/5(N26.4 E142.6) 
.15-21 

・9-15
ロ3-9

・21-3
日19:17:07 日出 6:16，

言

書

.15-21 

・9-15
ロ3-9

・21-3

1

8

6

4

2

0

 

n
u
n
u
n
U

内

υ

Real-Time Mesoscale Altimetry -Jan 26. 2009 
B担 E 耳 E 坦 E u1E u4E 147E I剖 E

33N 33N 

30N 

27N 

147E I3SE 1抽 E 1"1 E 1UE 

Sc3Surl';田 1-IC'iゆIA闇 malykmJ
1320 

30N 

27N 

2'N 

四

V ∞J
剖

。t
∞

。戸J
。

=
t
o-

別
問

t
=

門
戸

I
2

水温('C)

の【
J
竺

。同
pt崎
珂

マ
N
J
E
C
剖

お
t
z

。閃
I
R

B
1
0伺

百
八

I)2/5-2/14(N26.5 E141.6) 
.15-21 

・9-15
口3-9

・21-3

2

1

8

6

4

2

0

 

1

0

0

0

0

 

日19:17:19 

Real-Time Mesoscale Altimetry -Feb 5. 2009 
目2E 13SE 1耳巨 凶 o 1・"E 147E 田 E

日出 6:16.

。。ト
A

。。ト
l
E
。

。自
l
o
s

oomwp旬、。的凶

。2
1
002

。。の
l
宕マ

水深(m)

呂
田
J
宮町

。的目
、，，
。。閃

。ON
t
o
-

。。
7z。崎

日
t
。

。
v 

33N 33N 

.15-21 

・9-15
ロ3-9

・21-3

2
2
8
6
4
2
1
8
6
4
2

0

 

2

1

1

1
1

0

0

0

0

 

30N 

27N 

担 N

27N 

， 

2'" 
B田 E147E 135E 138E 141E 144E 

x:a SmxC' IIC'iShl A 間 mal)kml
132 E 

24 N 

問

、d∞t
NI 
。J
∞

。了
、。

=
t
吉

制

【

3
f
H
【

門
戸

，
t
N
F

的
【2
‘司【

。凹
，t的【

z
t
R
 

ト

Npe--a

。?ι
目

円
円
J
t
O円

め
何

A

水温('C)

付図7-3 71<i且ヒストグラムID85235の追跡期間 10日ごとの移動経路と水深，

- 103一



J)2/15-2/24(N27.7 E140.2) 

日19:17:30 日出 6:16，

Real-Time Mesoscale Altimetry -Feb 15， 2009 
132 E 135E 1:抽 E 141 E 144E 147E I田 E

33N 

27N 

2' N 
1印 E

却 N

147 E 

30N 

27N 

24 N 

33N 

守'

132 E 

ヨ』

ー

.15-21 

・9-15
ロ3'9

・21-3

2

1

8

6

4

2

0

 

1

0

0

0

0

 

K)2/25-3/6 (N28.2 E139.1) 

日出 6:12，日没 17:41

Real-Time Mesoscale Altimetry -Feb 25，2009 
132E 135E 138E ，.，ε"4  E 147 E 田 E

。。ト
A

。。ト
1
0
問。

。S
J
O
B

C
E
J
O目
的

。E
J
O
E

。。的
i
om
マ

。。
O 田
守 守

I I 

E き
水深(m)

。。円
t
oお

omN
1
0
R
 

ooN
l
o
E
 

0
0
7
0的

。?
to

。
v 

4

2

1

8

6

4

2

0

 

1

l

0

0

0

0

 

33N 

担 N

27N 

147 E t担 E

33N 

却 N

2'N 

27N 

N 

V 

句

t
N
。J
∞
。}3
4

。

=
t
O戸

開
【

i
=

同
【

J
E

出

-1
2
。Nt
m

マ
N
I
CN

ト

N
J
Z

。mt
z

同
門

t
B

同
約
八

水温("C)

. 、

.15-21 

・9-15
ロ3'9

・21-3

0.'1 

0.2 

L)3/7-3/16(N27.9 E139.8) 

日出 5:59， 日没 17:44

Real-Time Mesoscale Altimetry -Mar 7，2009 
132E 135E 却 E 141E 144E 147E 1曲 E

。。ト八。。ト
J
O
E

。
凹
匂

BEt
s
o

.15φ21 

・9-15
ロ3.9

・21-3

ooo
t
日目

。mm
t
。。
m

oom
1
2
マ

。的マ
1
0
2

水深(m)

。。マ
1
。。
円

。c
m
l
s
m

。
同
町

2ι1
0
0凹

CON
1
0
2
 

oo-
-a'e
O回

。ゆ
t
o

。
v 

0.4 

0.2 

33N 

A 

-四......24 N 
147E 剖 ε

30N 

27 N 

132 E 

33N 

却 N

27N 

24 N 

目

V ∞J
中
。J
∞
。-t
m
。

肘

7
t
=

時的

I I 
門 N

水温("C)

。
制
J
ー‘
の【

マ
N
I
ON

ト

N
I
Z

。円
f
R

門
的
、

t
s

同
め
A 

水温ヒス トグラムfD85235の追跡期間 10日ごとの移動経路と水深，

104 

付図7・4



.15.21 

・9.15
口3-9

・21.3

4

2

1

8

6

4

2

0

 

1

1

0

0

0

0

 

M)3/17-3/26 (N27.3 E139.7) 

。。
九円A

。。ト
J
C問。

。s
t
gω

S
o
t
c
E
 

。崎町
1
0
2

。。

?
'O由マ

2 日
ママ
I I 

言雪
氷探(m)

。。何
J
O民

C
A山

m
J1
0
0
N

OON
J'
OO戸

C
E
t
cm 

。明
J

。

。
v 

.15.21 

・9.15
ロ3-9
・21.3

6

4

2

1

8

6

4

2

0

 

'
ι
1
t
t
L
O
υ
n
u
n
u

n
u
 

日I長:17・50

Real-Time Mesoscale Allimetry -Mar 17， 2009 
132E ll5E 羽 E 141E 144E I47E 田 E

日出 5:49，

33N 33N 

却制

27N 

135E 138E 14' E 144 E 

SC:1 Surf:1cc !lc-ight A同m:l.ly(cm)

132E 

却 N

27N 

2‘N 

。E
V ∞J

Nj 

。t
∞

。【
f
a
L 

凹
【

2
t
-
-

の め

I I 
門肘

水温("C)

。NJZ的
【

z
t
R
 

ト
目

J

白司、町

。円J
日

問
的
》

t
o
n

2 
A 

N)3/27-4/5 (N26.6 E138.9) . 
日浅:17:59 日出 5:41，

Real-Time Mesoscale Altimetry -Mar 27，2009 
132E 135E 138E 141 E I44E lt17E 1国 E

33 N 

27 N 

30N 

33N 

却 N

27N 

2' N 
B田 E147 E 135E 138E 141 E 144 E 

SC:1 SlIrf::tCC 1-1山g.htAnomaly (cm) 

132 E 
2'N 

.15.21 

・9-15
ロ3-9

・21.3

2

1

8

6

4

2

0

 

1

0

0

0

0

 

O)4/6-4/15(N25.6 E138.0) 

日没 18:06

Real-Time Mesoscale Altimetry -Apr 6， 2009 
132E 13SE 138E 141 E 14AE ，47E 1臼 E

日出 5:34，

• 

。。ト
A

.15-21 

・9.15
口3-9

・21-3

。。ト
1
0

2

。s
t
o
s

。03
J
0
2

。
目
的

1
0
0
m

。。の
t
宮守

ES  
守マ
I I 

書き

水深(m)

呂
町
、，，
。
-崎町

。mN
J
oom

。。剖
t
g
【

。。【
t
s

。の
l
。

。
v 

6

4

2

1

8

6

i

2

O

 

I

l

-

0

0

0

0

 

3:JN 

30N 

27 N 

147 E 135 E 138 E 141 E 144 E 

St:::t Surf:lcc Hcight Anomaly (cm) 

132 E 

33 N 

30N 

27N 

2' N 

~ 

c、a
v ∞J

目
i

。t
∞

。-
J

，、。L 
間同

H
J
t
N

【
、，
℃
 
{
 

円
包

m-
t
m
-
出

ON
J
E
 

z
t
o
N
 

ト
mJ、四、問

。
め

J
R

自
1
0
司

円
何
《

水温ヒストグラムlD85235の追跡期間 10日ごとの移動経路と水深，

- 105-

付図7・5



0.4 P)4/16-4/25(N24.9 E136.6) 

日出 5:30，日投 18:16
0.2 

g 
ト

八

。。ト
J
t
O

問。

。串
t
o
s

。。也
、t
o
g

。悶凶3to
o由

。日
1
0
2

g ~ 
守マ

I I 。。
毘雪

氷探(m)

00悶

I
S
制

。的目
》'O
O
N

。。四
t
c
oH

O
O
Tto
-の

。。J
'
o

。
v 

.15-21 

・9-15
ロ3-9
・21-3

0.4 

0.2 

R自al-TimeMesoscale Altimetry -Apr 16，2009 
132E 135E 138E 141 E 144E 147E 田 E

39N 33N 

却 N 30N 

27 N 

147E 135E IJ8E 14.1E 144E 

Sc-3 Surface HeIfht Anom.:tly (0叫

3担 ε

27N 

2'N 

N 

V ∞J
N
i
 

。I
∞

。【Bzt
AW

=
J
2
 

N-
3《
戸

【

的【
J
t
明
白

℃
 
(
 

HM鳳

2

1

2

制

。NBemH

マ
N
J
O
m

ト

N
J
Z

。
め
2
t』
h
N

問的
》tO
の

的
約
八

.15-21 

・9-15
ロ3-9

・21-3

8
6

4

2
1
8

6
4
2

O

 

I

l

-

-

0

0

0

0

 

Q)4/26-5/5(N25.9 E135.5) 

日J長:18:26 

Rea卜TimeMesoscale Altimetry -Apr 26， 2009 
山2E 135E 138E 141 E 144E 147E 同 E

日出 5:25，

。。ト
A

。。ト
》'O
A
O

0
2
1
0
0
。

。。。
t
。自

。沼
J
S
の

。。?。牢

.15-21 

・9-15
ロ3-9

・21-3

会合

水深(m)

。。円
3

‘。崎明

。的凹
J

。O
N

。om
t
oo-

。。
-t
自

。m
J

，、。

。
v 

8

6

4

2

1

8

6

4

2

0

 

1

1

1

1

0

0

0

0

 

33N 

却 N

27N 

'47 E 135E 138E 141E 144E 

5e:a Surf:κcH引1!htl¥nol1l:1ly (cml 

132 E 

33N 

調 N

27N 

2.N 

開

V ∞J
中
。J
∞

。【J
。

【

H
JI
O
【

2
t
=
 

円

-J
N
-

)
 
℃
 

円
且

2
J

E

制

日
ー
の

マ
N
J
R

ト

N
t
z

。
め

1
お

m
m
l
E
 

内
何
A

ハ

. 、.15-21 

・9-15
ロ3-9

・21-3

2

1

8

6

4

2

0

 

1

0

0

0

0

 

R)5/6-5/15(N27.0 E134.5) 

日没 18:37日出 5:19，

0
0トハ

。。ト
J
O
的。

O
E
1
0
0
0
 

。03
t
O
2

C
E
J
呂
田

0
0
7
0由
マ

S E  

占占
円マ

水深(m)

。。
?
'
O
A山N

。由
m
t
o
o制

。。刷、t
oo-

。。【
》，、
。同
。mJ
。

。
v 13N 3JN 

30N JON 

.15-21 

・9-15
口3-9

・21-3

0.8 

0_6 

0.'1 

27N 

24N 
，51)0 147E 135E 1:ヨBE 141 E 144 E 

Se:.Surfx.: 11口ght;¥附"lfu:Jl)(α叫
132 0 

21N 

2'N 

0.2 

N 

V ∞J
目
。

。J
∞

2
1
0
 

=
t
o
-

N
H
Pふ
戸

市 閃

I I 
的制

水1且("C)

。N1t
的【

マ
N
3・C
N

ト目B
t
マ
N

。円
3
f
ト
剖

g
l
o
m
 

の
め
A

水温ヒストグラムID85235の追跡期間 10日ごとの移動経路と水深，

- 106一

付図7-6



.15-21 

』一一一一一一一一ー一一ー ・9-15
ロ3-9
・21-3

2

1

8

6

4

2

0

 

1

0

0

0

0

 

8)5/16-5/25 (N28.6 E133.3) 

日19:18:51 

Real-Time Mesoscale Altimetry -May 16， 2009 
132 E 135E 坦 E 1"1ε 14.ε147E 1田 E

日出 5:15，

。。ト
A

。R
J
O
目。

。2
1
0
0
0

。。
@
t
。沼

自由
t
o
日

o
o
n
t
o
牢

呂沼

I I 

喜号
水深(m)

呂
町
、t
冨白

。mN
t
o
o
N

。。刷
、，，。。戸

。。
-t
。。

。の
t
。

o 
v 33N 33N 

.15-21 

.9-15 

ロ3-9

.21-3 

• 
-圃- -・

4

2

l

8

6

4

2

o

 

'
A
'
s
n
u

n
U
Aυ
《

U

30N 

27N 

2‘N 
1田 E147E I35E 138E 141ε ¥44 < 

S目Sor(;み同 IIciEhlA曲lI1al)(α叫
¥32< 

30N 

27N 

2'N 

N 

V ∞J
Ne 

at句
o-
t

。
L 

町
【

t
=

'0 円

I I 
同開

水ill('C)

。凹
J
の

Z
J
O
N
 

ト
凹
》
《

守
肘

。伺
t
お

向
的

it
oめ

門
的

A

， 
司，

T)5/26-6/4 (N29.4 E132.3) 

o
o
h
A
 

.

.

.

.

.
 
。。ト
l
o
c
o

-
-
-
-
-
-

o
s
t
o
O匂

・・・圃
0
0
0
1
0
沼

... 
。ゅ
のl
o
o由

園

。。の
J

。虫
、

園

。牢
J

E
守
、叫

-

(
 

?

深

。。マ
J
O
O
円
水

.15-21 

・9-15
ロ3-9

・21-3

-

O
B
J
O回
目

・0m
m
l
o
o
m

-

o
o
N
J
。E

.... 
。。凶
J

，。悶

.

.

.

.
 
。の
1
0

・・
0
V

3

2

0

 

A

V

A

υ

 

.15-21 

・9-15
ロ3-9

・21-3

0.4 

0.2 

日没 19:02

Real-Time Mesoscale Altimetry -May 26， 2009 
目2E 135 E 担 E 141E I44E 147E 由 E

33N 

却 N

2'N 
¥50< 

27N 

147E 

日出 5:13，

1:訟5E I38E 141 E U・E
&.3 Strl~ IIciShl A臥.... maJy(CT叫

¥32 < 

33N 

30N 

27N 

2' N 

• 

N 

V ∞J
目
I

。J
司

。-t
。

J 
o 

凹

【

B
Z
H
【

.0 円

I I 
円制

水温('C)

。凹J
t的
【

マ
mJ'ON

ト

m
B
E
守
山
山

。mt
E

門
的

J
Z

。め

め
円
八

。。ト
A

百宕。ト
I I 
g 55 
'"。

きさ言語 5
I I I I I 
g g 55 g ;5 
水深(m)

n: I一面 _.，. n 
~.~ 1. ~~~~; 
l・園 口刊

守日吉

U)6/5-6/14(N30.3 E136.1) 

日i9:18:54 日出 4:53，• 

呂
町
J

。ぉ

呂日
制剖

I I 
g g 
_ 0' 

.15-21 ・9-15
日3-9・21-3

2

1

8

6

4

2

o

 

'ι
A
V
n
v
n
u
n
u
 

Real-Time Mesoscale Altimetry -Jun 5， 2009 
132 E I詰 ε I18E '41E 144E 147E 国 E

33N 33N 

、

却 N

27N 

135E 1:担8E 141 E ・..
Sc3Sur(XC IIc・出tAn(.'m;!.lvf.:-m)

¥32' 

30N 

27N 

2'N 

N 

V ∞J
NI 

o
t

∞
 

。【t
o

【
【

，

a
O
戸

制
【

，
z
‘一
目
【

崎 町

I I 
円相

水温('C)

cm
t
m-

マ
刷

1
0凹

九戸
別

2
‘
守
肘

。
円

t
E

g
i
o
m
 

門
的

A

水温ヒストグラムlD85235の追跡期間 10日ごとの移動経路と水深，

- 107-

付図7・7



4

2

1

8

6

4

2

0

 

1

1

0

0

0

0

 

。。ト
A

。。ト
t
o
s

。m
@
J

。。。

。。@
JRO崎
山
由

。の由
t
o
o
d

。。的
1
0
2

I I 

言雪
氷諜(叫

呂
町
J
o
m
N

。回目
J
O
O
N

。。凹
t
o
o
-

oo-
-

s

 

。由
l
。

o 
v 

33N 

4

2

1

8

6

4

2

0

 

1

1

0

0

0

0

 

却 N

2.N 
'5OE 

27N 

V)6/15-6/24 (N31.0 E140.S) 

日没 18:41日仕.¥4:32， 

担 N

t35E 138E 14.1 E 1‘'E 
Sca Surfx~ IIt'Ight Anom:ll)' (cml 

，，.ε 

JON 

27N 

2'N 

、~

e 
， 

N 

V ∞》‘
N
。t∞。7t

o
t 
o 

四
回

B
《

【

【

'0 '" 

I I 
円四

水温("C)

。NJ
E

z
t
E
 

h
N
Jat守
刷

。
円

I
R

2
1
2
 

的
円
八

4

2

1

8

6

4

2

o

 

'ι

'』

内

υ
ou
o
u
n
u

W)6/25-7/2 (N33.1 E146.9) 

Real-Time Mesoscale Altimetry -Jun 25， 2009 
'坦E 口SE 描 E lJ.l E 1叫 E 147E I田 E

日没 18:25日比¥4:04， 

。。トハ。。ト
》《O
的
匂

。2
1
。。
ω

o
s
t
。沼

。由凶
t
o
o
m

。。の
B

，、。の切

E 宮
守 守

I I 

言言

水深(m)

o
o
m
pto
m
N
 

。白目
、，
，
。。剖

O
E
1
0
2
 

0075550泊

。ゅ
t
。

。
v 

0.6 

0.4 

0.2 

33N 

27N 

2' N 
'国E

却制

，，.ε 

33N 

27N 

2' N 

却 N

開

V ∞J
N
 

O
Bt
∞
 

。-'z
m

【

-JZ
O【

N
H
l
=
 

>0同

I I 
円目

水温("C)

。凹
》Zの
-

同
一

vm
J'
O
N

h
凹

BZ守
刷

。
円
2
tト
N

円
内

J
S

円

m
A

水温ヒストグラムID85235の追跡期間8~ 10日ごとの移動経路と水深，付図7-8

‘' 
‘ ， 

~ 

- 108一


